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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　自転車のフレームに設けられるバッテリ取付部に取り付け可能な自転車用バッテリユニ
ットであって、
　バッテリセルを収容し、第１の方向において第１の部分および第２の部分を有するハウ
ジングと、
　前記ハウジングの前記第１の部分に設けられ、前記バッテリ取付部に設けられる第１の
係合部に係合可能な第２の係合部と、
　前記バッテリ取付部と前記ハウジングとを連結する連結部材を固定可能であり、前記ハ
ウジングの前記第２の部分に着脱不能に設けられる固定部と、を含み、
　前記連結部材は、ボルトを含み、
　前記固定部は、前記ボルトと連結されるねじ部を含み、
　前記ねじ部は、前記第１の方向に交差する方向に延びる、自転車用バッテリユニット。
【請求項２】
　前記固定部は、前記第１の方向における前記ハウジングの両端面の間に設けられる、請
求項１に記載の自転車用バッテリユニット。
【請求項３】
　自転車のフレームに設けられるバッテリ取付部に取り付け可能な自転車用バッテリユニ
ットであって、
　バッテリセルを収容し、第１の方向において第１の部分および第２の部分を有するハウ
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ジングと、
　前記ハウジングの前記第１の部分に設けられ、前記バッテリ取付部に設けられる第１の
係合部に係合可能な第２の係合部と、
　前記バッテリ取付部と前記ハウジングとを連結する連結部材を固定可能であり、前記ハ
ウジングの前記第２の部分において、前記第１の方向における前記ハウジングの両端面の
間に設けられる固定部と、を含み、
　前記連結部材は、ボルトを含み、
　前記固定部は、前記ボルトと連結されるねじ部を含み、
　前記ねじ部は、前記第１の方向に交差する方向に延びる、自転車用バッテリユニット。
【請求項４】
　前記固定部の少なくとも一部は、前記ハウジングに一体成形されている、請求項１～３
のいずれか一項に記載の自転車用バッテリユニット。
【請求項５】
　前記固定部は、前記ハウジングとは別体であり、前記ハウジングに支持される、請求項
３に記載の自転車用バッテリユニット。
【請求項６】
　前記固定部は、前記バッテリ取付部に設けられる第３の係合部に係合可能な第４の係合
部をさらに含む、請求項１～５のいずれか一項に記載の自転車用バッテリユニット。
【請求項７】
　前記固定部は、前記第１の方向に交差する第２の方向に延びる本体部をさらに含み、
　前記ねじ部は、前記第２の方向において前記本体部の一方の端部に設けられ、
　前記第４の係合部は、前記第２の方向において前記本体部の他方の端部に設けられる、
請求項６に記載の自転車用バッテリユニット。
【請求項８】
　自転車のフレームに設けられるバッテリ取付部に取り付け可能な自転車用バッテリユニ
ットであって、
　バッテリセルを収容し、第１の方向において第１の部分および第２の部分を有するハウ
ジングと、
　前記ハウジングの前記第１の部分に設けられ、前記バッテリ取付部に設けられる第１の
係合部に係合可能な第２の係合部と、
　前記バッテリ取付部と前記ハウジングとを連結する連結部材を固定可能であり、前記ハ
ウジングの前記第２の部分に着脱不能に設けられる固定部と、を含み、
　前記連結部材は、ボルトを含み、
　前記固定部は、前記ボルトと連結されるねじ部と、前記バッテリ取付部に設けられる第
３の係合部に係合可能な第４の係合部と、前記第１の方向に交差する第２の方向に延びる
本体部とを、含み、
　前記ねじ部は、前記第２の方向において前記本体部の一方の端部に設けられ、
　前記第４の係合部は、前記第２の方向において前記本体部の他方の端部に設けられる、
自転車用バッテリユニット。
【請求項９】
　前記固定部は、前記第１の方向における前記ハウジングの両端面の間に設けられる、請
求項８に記載の自転車用バッテリユニット。
【請求項１０】
　自転車のフレームに設けられるバッテリ取付部に取り付け可能な自転車用バッテリユニ
ットであって、
　バッテリセルを収容し、第１の方向において第１の部分および第２の部分を有するハウ
ジングと、
　前記ハウジングの前記第１の部分に設けられ、前記バッテリ取付部に設けられる第１の
係合部に係合可能な第２の係合部と、
　前記バッテリ取付部と前記ハウジングとを連結する連結部材を固定可能であり、前記ハ
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ウジングの前記第２の部分において、前記第１の方向における前記ハウジングの両端面の
間に設けられる固定部と、を含み、
　前記連結部材は、ボルトを含み、
　前記固定部は、前記ボルトと連結されるねじ部と、前記バッテリ取付部に設けられる第
３の係合部に係合可能な第４の係合部と、前記第１の方向に交差する第２の方向に延びる
本体部とを、含み、
　前記ねじ部は、前記第２の方向において前記本体部の一方の端部に設けられ、
　前記第４の係合部は、前記第２の方向において前記本体部の他方の端部に設けられる、
自転車用バッテリユニット。
【請求項１１】
　前記固定部の少なくとも一部は、前記ハウジングに一体成形されている、請求項７～９
のいずれか一項に記載の自転車用バッテリユニット。
【請求項１２】
　前記固定部は、前記ハウジングとは別体であり、前記ハウジングに支持される、請求項
９に記載の自転車用バッテリユニット。
【請求項１３】
　前記第４の係合部は、前記ハウジングから突出する突起部を含む、請求項７～１２のい
ずれか一項に記載の自転車用バッテリユニット。
【請求項１４】
　前記突起部は、前記ハウジングから突出する突起本体と、前記突起本体の先端部から前
記第２の方向に交差する方向に突出するフランジ部と、を含む、請求項１３に記載の自転
車用バッテリユニット。
【請求項１５】
　前記ねじ部の材料は、金属材料を含む、請求項１～１４のいずれか一項に記載の自転車
用バッテリユニット。
【請求項１６】
　自転車のフレームに設けられるバッテリ取付部に取り付け可能な自転車用バッテリユニ
ットであって、
　バッテリセルを収容し、第１の方向において第１の部分および第２の部分を有するハウ
ジングと、
　前記ハウジングの前記第１の部分に設けられ、前記バッテリ取付部に設けられる第１の
係合部に係合可能な第２の係合部と、
　前記バッテリ取付部と前記ハウジングとを連結する連結部材を固定可能であり、前記ハ
ウジングの前記第２の部分に着脱不能に設けられる固定部と、を含み、
　前記連結部材は、ボルトを含み、
　前記固定部は、前記ボルトを着脱不能に支持する、自転車用バッテリユニット。
【請求項１７】
　前記固定部は、前記第１の方向における前記ハウジングの両端面の間に設けられる、請
求項１６に記載の自転車用バッテリユニット。
【請求項１８】
　自転車のフレームに設けられるバッテリ取付部に取り付け可能な自転車用バッテリユニ
ットであって、
　バッテリセルを収容し、第１の方向において第１の部分および第２の部分を有するハウ
ジングと、
　前記ハウジングの前記第１の部分に設けられ、前記バッテリ取付部に設けられる第１の
係合部に係合可能な第２の係合部と、
　前記バッテリ取付部と前記ハウジングとを連結する連結部材を固定可能であり、前記ハ
ウジングの前記第２の部分において、前記第１の方向における前記ハウジングの両端面の
間に設けられる固定部と、を含み、
　前記連結部材は、ボルトを含み、
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　前記固定部は、前記ボルトを着脱不能に支持する、自転車用バッテリユニット。
【請求項１９】
　前記固定部の少なくとも一部は、前記ハウジングに一体成形されている、請求項１６～
１８のいずれか一項に記載の自転車用バッテリユニット。
【請求項２０】
　前記固定部は、前記ハウジングとは別体であり、前記ハウジングに支持される、請求項
１８に記載の自転車用バッテリユニット。
【請求項２１】
　前記ハウジングの材料は、樹脂材料を含む、請求項１～２０のいずれか一項に記載の自
転車用バッテリユニット。
【請求項２２】
　前記第２の係合部は、前記第１の方向に垂直な第２の方向に延びる第１の溝、または、
前記第１の係合部が有する溝に嵌まる第１の突起を含む、請求項１～２１のいずれか一項
に記載の自転車用バッテリユニット。
【請求項２３】
　前記第２の係合部は、前記第１の方向に垂直な第２の方向における前記ハウジングの側
面部に設けられる第２の溝、または、前記第２の方向における前記ハウジングの側面部か
ら突出する第２の突起を含む、請求項１～２１のいずれか一項に記載の自転車用バッテリ
ユニット。
【請求項２４】
　前記第２の係合部は、前記第１の方向および前記第２の方向に垂直な第３の方向におい
て、前記ハウジングの中央部に設けられる、請求項２２または２３に記載の自転車用バッ
テリユニット。
【請求項２５】
　前記第２の係合部は、前記第１の係合部に係合された状態で、前記ハウジングを前記第
１の係合部に対して旋回可能に構成される、請求項１～２４のいずれか一項に記載の自転
車用バッテリユニット。
【請求項２６】
　前記第２の係合部は、前記ハウジングに一体成形されている、請求項１～２５のいずれ
か一項に記載の自転車用バッテリユニット。
【請求項２７】
　前記固定部は、前記第１の方向に交差する方向において、前記ハウジングの外周部に設
けられる、請求項１～２６のいずれか一項に記載の自転車用バッテリユニット。
【請求項２８】
　前記固定部は、前記第１の方向に交差する方向において、間隔を開けて複数設けられる
、請求項１～２７のいずれか一項に記載の自転車用バッテリユニット。
【請求項２９】
　前記固定部は、前記第１の方向に交差する方向において、前記ハウジングの側面部のそ
れぞれに設けられる、請求項１～２８のいずれか一項に記載の自転車用バッテリユニット
。
【請求項３０】
　前記ハウジングに設けられる電気コネクタをさらに含む、請求項１～２９のいずれか一
項に記載の自転車用バッテリユニット。
【請求項３１】
　前記電気コネクタは、前記第１の方向における前記ハウジングの端面、および、前記ハ
ウジングの前記端面に隣接する前記ハウジングの側面部の少なくとも一方に設けられる、
請求項３０に記載の自転車用バッテリユニット。
【請求項３２】
　前記連結部材をさらに含む、請求項１～３１のいずれか一項に記載の自転車用バッテリ
ユニット。
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【請求項３３】
　前記連結部材は、前記バッテリ取付部に設けられる貫通孔を挿通するように構成され、
前記固定部と、前記連結部材の一部または前記連結部材に連結される被連結部材との間で
、前記バッテリ取付部を挟み込むことによって、前記ハウジングを前記バッテリ取付部に
固定する、請求項３２に記載の自転車用バッテリユニット。
【請求項３４】
　請求項１～３３のいずれか一項に記載の自転車用バッテリユニットと、
　前記バッテリ取付部と、
　前記第１の係合部と、を含む自転車用バッテリユニットの取り付け構造。
【請求項３５】
　請求項６～１５のいずれか一項に記載の自転車用バッテリユニットと、
　前記バッテリ取付部と、
　前記バッテリ取付部に設けられる第３の係合部と、を含む自転車用バッテリユニットの
取り付け構造。
【請求項３６】
　前記バッテリ取付部に設けられるブラケットをさらに含み、
　前記第３の係合部は、前記ブラケットに設けられる、請求項３５に記載の自転車用バッ
テリユニットの取り付け構造。
【請求項３７】
　前記第１の係合部を含み、前記バッテリ取付部に対して変位可能に前記バッテリ取付部
に設けられ、前記自転車用バッテリユニットを保持可能なホルダと、を含む、請求項３４
～３６のいずれか一項に記載の自転車用バッテリユニットの取り付け構造。
【請求項３８】
　自転車のフレームに設けられるバッテリ取付部に取り付け可能な自転車用バッテリユニ
ットであって、バッテリセルを収容し、第１の方向において第１の部分および第２の部分
を有するハウジングと、前記ハウジングの前記第１の部分に設けられ、前記バッテリ取付
部に設けられる第１の係合部に係合可能な第２の係合部と、前記バッテリ取付部と前記ハ
ウジングとを連結する連結部材を固定可能であり、前記ハウジングの前記第２の部分に着
脱不能に設けられる固定部と、を含む自転車用バッテリユニットと、
　前記バッテリ取付部と、
　前記第１の係合部と、
　前記第１の係合部を含み、前記バッテリ取付部に対して変位可能に前記バッテリ取付部
に設けられ、前記自転車用バッテリユニットを保持可能なホルダと、を含む、自転車用バ
ッテリユニットの取り付け構造。
【請求項３９】
　自転車のフレームに設けられるバッテリ取付部に取り付け可能な自転車用バッテリユニ
ットであって、バッテリセルを収容し、第１の方向において第１の部分および第２の部分
を有するハウジングと、前記ハウジングの前記第１の部分に設けられ、前記バッテリ取付
部に設けられる第１の係合部に係合可能な第２の係合部と、前記バッテリ取付部と前記ハ
ウジングとを連結する連結部材を固定可能であり、前記ハウジングの前記第２の部分にお
いて、前記第１の方向における前記ハウジングの両端面の間に設けられる固定部と、を含
む自転車用バッテリユニットと、
　前記バッテリ取付部と、
　前記第１の係合部と、
　前記第１の係合部を含み、前記バッテリ取付部に対して変位可能に前記バッテリ取付部
に設けられ、前記自転車用バッテリユニットを保持可能なホルダと、を含む、自転車用バ
ッテリユニットの取り付け構造。
【請求項４０】
　自転車のフレームに設けられるバッテリ取付部に取り付け可能な自転車用バッテリユニ
ットであって、
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　バッテリセルを収容し、第１の方向において第１の部分および第２の部分を有するハウ
ジングと、
　前記ハウジングの前記第１の部分に設けられ、前記バッテリ取付部に設けられる第１の
係合部に係合可能な第２の係合部と、
　前記バッテリ取付部と前記ハウジングとを連結する連結部材を固定可能であり、前記ハ
ウジングの前記第２の部分に着脱不能に設けられる固定部と、を含み、前記連結部材は、
ボルトを含み、前記固定部は、前記ボルトと連結されるねじ部と、前記バッテリ取付部に
設けられる第３の係合部に係合可能な第４の係合部と、を含む自転車用バッテリユニット
と、
　前記バッテリ取付部と、
　前記第３の係合部と、
　前記第１の係合部を含み、前記バッテリ取付部に対して変位可能に前記バッテリ取付部
に設けられ、前記自転車用バッテリユニットを保持可能なホルダと、を含む、自転車用バ
ッテリユニットの取り付け構造。
【請求項４１】
　自転車のフレームに設けられるバッテリ取付部に取り付け可能な自転車用バッテリユニ
ットであって、バッテリセルを収容し、第１の方向において第１の部分および第２の部分
を有するハウジングと、前記ハウジングの前記第１の部分に設けられ、前記バッテリ取付
部に設けられる第１の係合部に係合可能な第２の係合部と、前記バッテリ取付部と前記ハ
ウジングとを連結する連結部材を固定可能であり、前記ハウジングの前記第２の部分にお
いて、前記第１の方向における前記ハウジングの両端面の間に設けられる固定部と、を含
み、前記連結部材は、ボルトを含み、前記固定部は、前記ボルトと連結されるねじ部と、
前記バッテリ取付部に設けられる第３の係合部に係合可能な第４の係合部と、を含む自転
車用バッテリユニットと、
　前記バッテリ取付部と、
　前記第３の係合部と、
　前記第１の係合部を含み、前記バッテリ取付部に対して変位可能に前記バッテリ取付部
に設けられ、前記自転車用バッテリユニットを保持可能なホルダと、を含む、自転車用バ
ッテリユニットの取り付け構造。
【請求項４２】
　前記バッテリ取付部に設けられ、前記ホルダが前記バッテリ取付部に対して変位可能に
、前記ホルダを支持する支持部を含む、請求項３８～４１のいずれか一項に記載の自転車
用バッテリユニットの取り付け構造。
【請求項４３】
　前記ホルダは、前記第１の方向に交差する方向に沿う軸線まわりに旋回可能に前記支持
部に支持される、請求項４２に記載の自転車用バッテリユニットの取り付け構造。
【請求項４４】
　前記ホルダは、前記自転車用バッテリユニットを保持した状態で、前記自転車用バッテ
リユニットと接続されるプラグをさらに含む、請求項３８～４３のいずれか一項に記載の
自転車用バッテリユニットの取り付け構造。
【請求項４５】
　前記自転車用バッテリユニットと前記ホルダとの間に設けられる弾性部材をさらに含む
、請求項３８～４４のいずれか一項に記載の自転車用バッテリユニットの取り付け構造。
【請求項４６】
　前記バッテリ取付部は、前記フレームの一部を構成する、請求項３４～４５のいずれか
一項に記載の自転車用バッテリユニットの取り付け構造。
【請求項４７】
　前記自転車用バッテリユニットは、前記ハウジングに設けられる表示部およびスイッチ
の少なくとも一方を含み、
　前記バッテリ取付部には、前記自転車用バッテリユニットが取り付けられた状態で、前
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記表示部および前記スイッチの少なくとも一方を露出する開口が形成されている、請求項
３４～４６のいずれか一項に記載の自転車用バッテリユニットの取り付け構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、自転車用バッテリユニットおよびその取り付け構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の自転車用バッテリユニットは、自転車のフレームに設けられるバッテリ取付部に
取り付けて使用される。特許文献１は、従来の自転車用バッテリユニットの一例を開示し
ている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平９－２２６６５３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　自転車用バッテリユニットが自転車のバッテリ取付部に安定して取り付けられることが
望ましい。
　本発明の目的は、自転車用バッテリユニットを安定してバッテリ取付部に取り付けるこ
とができる自転車用バッテリユニットおよびその取り付け構造を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　（１）本発明に関する自転車用バッテリユニットの一形態は、自転車のフレームに設け
られるバッテリ取付部に取り付け可能な自転車用バッテリユニットであって、バッテリセ
ルを収容し、第１の方向において第１の部分および第２の部分を有するハウジングと、前
記ハウジングの前記第１の部分に設けられ、前記バッテリ取付部に設けられる第１の係合
部に係合可能な第２の係合部と、前記バッテリ取付部と前記ハウジングとを連結する連結
部材を固定可能であり、前記ハウジングの前記第２の部分に着脱不能に設けられる固定部
と、を含む。
　上記（１）に従えば、連結部材が固定部により固定されることによってバッテリ取付部
とハウジングとが連結されるため、自転車用バッテリユニットを安定してバッテリ取付部
に取り付けることができる。
【０００６】
　（２）前記（１）に記載の自転車用バッテリユニットにおいて、前記固定部は、前記第
１の方向における前記ハウジングの両端面の間に設けられる。
　上記（２）に従えば、第１の方向における自転車用バッテリユニットのサイズが大きく
なることを抑制することができる。
【０００７】
　（３）本発明に関する自転車用バッテリユニットの一形態は、自転車のフレームに設け
られるバッテリ取付部に取り付け可能な自転車用バッテリユニットであって、バッテリセ
ルを収容し、第１の方向において第１の部分および第２の部分を有するハウジングと、前
記ハウジングの前記第１の部分に設けられ、前記バッテリ取付部に設けられる第１の係合
部に係合可能な第２の係合部と、前記バッテリ取付部と前記ハウジングとを連結する連結
部材を固定可能であり、前記ハウジングの前記第２の部分において、前記第１の方向にお
ける前記ハウジングの両端面の間に設けられる固定部と、を含む。
　上記（３）に従えば、連結部材が固定部により固定されることによってバッテリ取付部
とハウジングとが連結されるため、自転車用バッテリユニットを安定してバッテリ取付部
に取り付けることができる。また、第１の方向における自転車用バッテリユニットのサイ
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ズが大きくなることを抑制することができる。
【０００８】
　（４）前記（１）～（３）のいずれか１つに記載の自転車用バッテリユニットにおいて
、前記固定部の少なくとも一部は、前記ハウジングに一体成形されている。
　上記（４）に従えば、自転車用バッテリユニットを小型化することができる。
【０００９】
　（５）前記（３）に記載の自転車用バッテリユニットにおいて、前記固定部は、前記ハ
ウジングとは別体であり、前記ハウジングに支持される。
　上記（５）に従えば、固定部をハウジングに一体に形成する場合と比較して、ハウジン
グを製造しやすい。
【００１０】
　（６）前記（１）～（５）のいずれか１つに記載の自転車用バッテリユニットにおいて
、前記連結部材はボルトを含み、前記固定部は、前記ボルトと連結されるねじ部を含む。
　上記（６）に従えば、連結部材を固定部に固定しやすい。
【００１１】
　（７）前記（６）に記載の自転車用バッテリユニットにおいて、前記ねじ部の材料は、
金属材料を含む。
　上記（７）に従えば、自転車用バッテリユニットの取り付けに関する安定性が一層高め
られる。
【００１２】
　（８）前記（６）または（７）に記載の自転車用バッテリユニットにおいて、前記固定
部は、前記バッテリ取付部に設けられる第３の係合部に係合可能な第４の係合部をさらに
含む。
　上記（８）に従えば、第４の係合部が第３の係合部に係合され、連結部材がねじ部に連
結されることによって、自転車用バッテリユニットを安定してバッテリ取付部に取り付け
ることができる。
【００１３】
　（９）前記（８）に記載の自転車用バッテリユニットにおいて、前記固定部は、前記第
１の方向に交差する第２の方向に延びる本体部をさらに含み、前記ねじ部は、前記第２の
方向において前記本体部の一方の端部に設けられ、前記第４の係合部は、前記第２の方向
において前記本体部の他方の端部に設けられる。
　上記（９）に従えば、第４の係合部が第３の係合部に係合され、連結部材がねじ部に連
結されることによって、１つの連結部材によって自転車用バッテリユニットを安定してバ
ッテリ取付部に取り付けることができる。
【００１４】
　（１０）前記（９）に記載の自転車用バッテリユニットにおいて、前記第４の係合部は
、前記ハウジングから突出する突起部を含む。
　上記（１０）に従えば、第４の係合部を第３の係合部に係合させる過程において、第４
の係合部を第３の係合部に係合させやすい。
【００１５】
　（１１）前記（１０）に記載の自転車用バッテリユニットにおいて、前記突起部は、前
記ハウジングから突出する突起本体と、前記突起本体の先端部から前記第２の方向に交差
する方向に突出するフランジ部と、を含む。
　上記（１１）に従えば、第４の係合部を第３の係合部に係合させやすくすることができ
る。
【００１６】
　（１２）前記（１）～（５）のいずれか１つに記載の自転車用バッテリユニットにおい
て、前記連結部材は、ボルトを含み、前記固定部は、前記ボルトを着脱不能に支持する。
　上記（１２）に従えば、自転車用バッテリユニットをバッテリ取付部に固定しやすい。
【００１７】
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　（１３）前記（１）～（１２）のいずれか１つに記載の自転車用バッテリユニットにお
いて、前記ハウジングの材料は、樹脂材料を含む。
　上記（１３）に従えば、自転車用バッテリユニットが軽量化される。
【００１８】
　（１４）前記（１）～（１３）のいずれか１つに記載の自転車用バッテリユニットにお
いて、前記第２の係合部は、前記第１の方向に垂直な第２の方向に延びる第１の溝、また
は、前記第１の係合部が有する溝に嵌まる第１の突起を含む。
　上記（１４）に従えば、第２の係合部を第１の係合部に係合させやすい。
【００１９】
　（１５）前記（１）～（１３）のいずれか１つに記載の自転車用バッテリユニットにお
いて、前記第２の係合部は、前記第１の方向に垂直な第２の方向における前記ハウジング
の側面部に設けられる第２の溝、または、前記第２の方向における前記ハウジングの側面
部から突出する第２の突起を含む。
　上記（１５）に従えば、第２の係合部を第１の係合部に係合させやすい。また、第１の
方向における自転車用バッテリユニットのサイズが大きくなることを抑制することができ
る。
【００２０】
　（１６）前記（１４）または（１５）に記載の自転車用バッテリユニットにおいて、前
記第２の係合部は、前記第１の方向および前記第２の方向に垂直な第３の方向において、
前記ハウジングの中央部に設けられる。
　上記（１６）に従えば、様々な自転車のフレームにおいて、第１の係合部を第２の係合
部に対応させやすい。
【００２１】
　（１７）前記（１）～（１６）のいずれか１つに記載の自転車用バッテリユニットにお
いて、前記第２の係合部は、前記第１の係合部に係合された状態で、前記ハウジングを前
記第１の係合部に対して旋回可能に構成される。
　上記（１７）に従えば、自転車用バッテリユニットをバッテリ取付部に取り付けやすい
。
【００２２】
　（１８）前記（１）～（１７）のいずれか１つに記載の自転車用バッテリユニットにお
いて、前記第２の係合部は、前記ハウジングに一体成形されている。
　上記（１８）に従えば、自転車用バッテリユニットを小型化することができる。
【００２３】
　（１９）前記（１）～（１８）のいずれか１つに記載の自転車用バッテリユニットにお
いて、前記固定部は、前記第１の方向に交差する方向において、前記ハウジングの外周部
に設けられる。
　上記（１９）に従えば、連結部材を固定部に固定しやすい。
【００２４】
　（２０）前記（１）～（１９）のいずれか１つに記載の自転車用バッテリユニットにお
いて、前記固定部は、前記第１の方向に交差する方向において、間隔を開けて複数設けら
れる。
　上記（２０）に従えば、自転車用バッテリユニットの取り付けに関する安定性が一層高
められる。
【００２５】
　（２１）前記（１）～（２０）のいずれか１つに記載の自転車用バッテリユニットにお
いて、前記固定部は、前記第１の方向に交差する方向において、前記ハウジングの側面部
のそれぞれに設けられる。
　上記（２１）に従えば、自転車用バッテリユニットの取り付けに関する安定性が一層高
められる。
【００２６】
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　（２２）前記（１）～（２１）のいずれか１つに記載の自転車用バッテリユニットにお
いて、前記ハウジングに設けられる電気コネクタをさらに含む。
　上記（２２）に従えば、自転車を構成する電気的な要素に電力を供給できる。
【００２７】
　（２３）前記（２２）に記載の自転車用バッテリユニットにおいて、前記電気コネクタ
は、前記第１の方向における前記ハウジングの端面、および、前記ハウジングの前記端面
に隣接する前記ハウジングの側面部の少なくとも一方に設けられる。
　上記（２３）に従えば、自転車のフレームに設けられる電気的な要素と電気的に接続さ
れたプラグを電気コネクタに取り付けやすい。
【００２８】
　（２４）前記（１）～（２３）のいずれか１つに記載の自転車用バッテリユニットにお
いて、前記連結部材をさらに含む。
　上記（２４）に従えば、自転車用バッテリユニットを安定してバッテリ取付部に取り付
けることができる。
【００２９】
　（２５）前記（２４）に記載の自転車用バッテリユニットにおいて、前記連結部材は、
前記バッテリ取付部に設けられる貫通孔を挿通するように構成され、前記固定部と、前記
連結部材の一部または前記連結部材に連結される被連結部材との間で、前記バッテリ取付
部を挟み込むことによって、前記ハウジングを前記バッテリ取付部に固定する。
　上記（２５）に従えば、自転車用バッテリユニットを安定してバッテリ取付部に取り付
けることができる。
【００３０】
　（２６）本発明に関する自転車用バッテリユニットの取り付け構造の一形態は、上記（
１）～（２５）のいずれか１つに記載の自転車用バッテリユニットと、前記バッテリ取付
部と、前記第１の係合部と、を含む。
　上記（２６）に従えば、自転車用バッテリユニットを安定してバッテリ取付部に取り付
けることができる。
【００３１】
　（２７）本発明に関する自転車用バッテリユニットの取り付け構造の一形態は、上記（
８）～（１１）のいずれか１つに記載の自転車用バッテリユニットと、前記バッテリ取付
部と、前記第３の係合部と、を含む。
　上記（２７）に従えば、自転車用バッテリユニットを安定してバッテリ取付部に取り付
けることができる。
【００３２】
　（２８）前記（２７）に記載の自転車用バッテリユニットの取り付け構造において、前
記バッテリ取付部に設けられるブラケットをさらに含み、前記第３の係合部は、前記ブラ
ケットに設けられる。
　上記（２８）に従えば、第３の係合部をブラケットに設けることによって、フレームに
直接第３の係合部を設ける場合と比較して、製造しやすくなる。
【００３３】
　（２９）前記（２６）～（２８）のいずれか１つに記載の自転車用バッテリユニットの
取り付け構造において、前記第１の係合部を含み、前記バッテリ取付部に対して変位可能
に前記バッテリ取付部に設けられ、前記自転車用バッテリユニットを保持可能なホルダと
、を含む。
　上記（２９）に従えば、ホルダがバッテリ取付部に対して変位することによって、自転
車用バッテリユニットを第１の係合部に係合させやすくすることができる。
【００３４】
　（３０）前記（２９）に記載の自転車用バッテリユニットの取り付け構造において、前
記バッテリ取付部に設けられ、前記ホルダが前記バッテリ取付部に対して変位可能に、前
記ホルダを支持する支持部を含む。
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　上記（３０）に従えば、支持部を介してホルダがバッテリ取付部に設けられることによ
って、ホルダをバッテリ取付部に対して変位させやすくなる。
【００３５】
　（３１）前記（３０）に記載の自転車用バッテリユニットの取り付け構造において、前
記ホルダは、前記第１の方向に交差する方向に沿う軸線まわりに旋回可能に前記支持部に
支持される。
　上記（３１）に従えば、自転車用バッテリユニットをホルダに装着した状態で、バッテ
リ取付部の取り付け位置への移動、および、バッテリ取付部の取り付け位置からの移動を
させやすい。
【００３６】
　（３２）前記（２９）～（３１）のいずれか１つに記載の自転車用バッテリユニットの
取り付け構造において、前記ホルダは、前記自転車用バッテリユニットを保持した状態で
、前記自転車用バッテリユニットと接続されるプラグをさらに含む。
　上記（３２）に従えば、自転車用バッテリユニットをホルダに保持させることによって
、プラグを自転車用バッテリユニットと接続することができ、自転車用バッテリユニット
をホルダから取り外すことによって、プラグを自転車用バッテリユニットから取り外すこ
とができるため、プラグを自転車用バッテリユニットに接続しやすい。
【００３７】
　（３３）前記（２９）～（３２）のいずれか１つに記載の自転車用バッテリユニットの
取り付け構造において、前記自転車用バッテリユニットと前記ホルダとの間に設けられる
弾性部材をさらに含む。
　上記（３３）に従えば、ホルダに対する自転車用バッテリユニットのガタツキを抑制す
ることができる。
【００３８】
　（３４）前記（２６）～（３３）のいずれか１つに記載の自転車用バッテリユニットの
取り付け構造において、前記バッテリ取付部は、前記フレームの一部を構成する。
　上記（３４）に従えば、バッテリ取付部を設けた自転車が大型化しにくい。
【００３９】
　（３５）前記（２６）～（３４）のいずれか１つに記載の自転車用バッテリユニットの
取り付け構造において、前記自転車用バッテリユニットは、前記ハウジングに設けられる
表示部およびスイッチの少なくとも一方を含み、前記バッテリ取付部には、前記自転車用
バッテリユニットが取り付けられた状態で、前記表示部および前記スイッチの少なくとも
一方を露出する開口が形成されている。
　上記（３５）に従えば、バッテリ取付部の開口から露出した表示部およびスイッチの少
なくとも一方をユーザが視認しやすい。
【発明の効果】
【００４０】
　上記自転車用バッテリユニットおよびその取り付け構造によれば、自転車用バッテリユ
ニットを安定してバッテリ取付部に取り付けることができる。
【図面の簡単な説明】
【００４１】
【図１】第１の実施形態のバッテリユニットを含む自転車の側面図。
【図２】図１に示すバッテリユニットの取り付け構造の断面斜視図。
【図３】図１に示すバッテリユニットの取り付け構造の分解斜視図。
【図４】図３に示すバッテリユニットの斜視図。
【図５】図４とは異なる方向から見た図３に示すバッテリユニットの斜視図。
【図６】図５のＤ６－Ｄ６線に沿う断面図。
【図７】図３に示すバッテリ取付部の斜視図。
【図８】図７とは異なる方向から見た図３に示すバッテリ取付部の斜視図。
【図９】図３に示すバッテリユニットの取付手順の一例を示す断面図。
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【図１０】図１に示すバッテリユニットの取り付け構造の一部を分解した状態を示す分解
斜視図。
【図１１】図１０とは異なる方向から見た図１に示すバッテリユニットの取り付け構造の
外観を示す斜視図。
【図１２】第２の実施形態のバッテリユニットの取り付け構造を示す断面斜視図。
【図１３】図１２に示すバッテリユニットの斜視図。
【図１４】図１２に示すバッテリ取付部の斜視図。
【図１５】図１２に示すバッテリユニットの取付手順の一例を示す断面図。
【図１６】第３の実施形態のバッテリユニットの斜視図。
【図１７】第３の実施形態のバッテリユニットの取り付け構造の外観を示す斜視図。
【図１８】第４の実施形態のバッテリユニットの斜視図。
【図１９】第５の実施形態のバッテリユニットの斜視図。
【図２０】第５の実施形態のバッテリユニットの取り付け構造の分解斜視図。
【図２１】第６の実施形態のバッテリユニットの取り付け構造の断面図。
【図２２】第７の実施形態のバッテリユニットの取り付け構造におけるバッテリ取付部の
斜視図。
【図２３】第７の実施形態のバッテリユニットの取り付け構造の斜視図。
【図２４】第８の実施形態のバッテリユニットの取り付け構造の斜視図。
【図２５】第９の実施形態のバッテリユニットの取り付け構造の斜視図。
【図２６】第１０の実施形態のバッテリユニットの取り付け構造の断面斜視図。
【図２７】第１１の実施形態のバッテリユニットの取り付け構造の分解斜視図。
【図２８】図２７とは異なる方向から見た図２７に示すバッテリユニットの取り付け構造
の外観を示す斜視図。
【図２９】第１２の実施形態のバッテリユニットの取り付け構造の分解斜視図。
【図３０】第１３の実施形態のバッテリユニットの取り付け構造の分解斜視図。
【図３１】図３０に示す連結部材の斜視図。
【図３２】図３０に示すバッテリユニットの取り付け構造の外観を示す斜視図。
【図３３】第１４の実施形態のバッテリユニットの取り付け構造の分解斜視図。
【図３４】図３３に示すバッテリユニットの取り付け構造の外観を示す斜視図。
【図３５】第１５の実施形態のバッテリユニットの取り付け構造の分解斜視図。
【図３６】第１６の実施形態のバッテリユニットの取り付け構造の分解斜視図。
【図３７】第１７の実施形態のバッテリユニットの取り付け構造の分解斜視図。
【図３８】図３７に示すバッテリユニットの取り付け構造のバッテリユニットおよびロッ
ク機構の側面図。
【図３９】第１８の実施形態のバッテリユニットの断面図。
【図４０】第１９の実施形態のバッテリユニットの断面図。
【図４１】第２０の実施形態のバッテリユニットの断面図。
【図４２】第２１の実施形態のバッテリユニットの取り付け構造の分解斜視図。
【図４３】第２２の実施形態のバッテリユニットの取り付け構造の分解斜視図。
【図４４】図４３に示すバッテリユニットの斜視図。
【図４５】図４３に示すバッテリユニットの取り付け構造の断面図。
【図４６】図４３に示すホルダの変位を示す斜視図。
【図４７】図４３に示すバッテリユニットの取付手順の一例を示す断面図。
【図４８】図４３に示すバッテリユニットの取り付け構造の一部を分解した状態を示す断
面図。
【図４９】図４３に示すバッテリユニットの取り付け構造の外観を示す斜視図。
【図５０】第２３の実施形態のバッテリユニットの取り付け構造の断面斜視図。
【図５１】第２４の実施形態のバッテリユニットの取り付け構造の断面図。
【図５２】変形例のバッテリユニットの取り付け構造の断面図。
【発明を実施するための形態】
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【００４２】
　（第１の実施形態）
　図１に示される自転車１０は、自転車用バッテリユニット２２を含む。以下、自転車用
バッテリユニットを、単にバッテリユニットと記載する。一例では、自転車１０は、フレ
ーム１２、フロントフォーク１４、前輪１６Ａ、後輪１６Ｂ、および、ハンドル１８をさ
らに含む。フレーム１２は、ヘッドチューブ１２Ａ、トップチューブ１２Ｂ、ダウンチュ
ーブ１２Ｃ、シートチューブ１２Ｅ、シートステー１２Ｆ、および、チェーンステー１２
Ｇを含む。
【００４３】
　自転車１０は、バッテリユニットの取り付け構造２０をさらに含む。以下、バッテリユ
ニットの取り付け構造を、単に取り付け構造と記載する。取り付け構造２０は、バッテリ
ユニット２２およびバッテリ取付部６０を含む。バッテリ取付部６０は、自転車１０のフ
レーム１２に設けられる。一例では、バッテリ取付部６０は、フレーム１２の一部を構成
する。図１に示される例では、バッテリ取付部６０は、ダウンチューブ１２Ｃの一部を構
成する。ダウンチューブ１２Ｃは、ヘッドチューブ１２Ａに連結される連結部１２Ｄと、
バッテリ取付部６０とを含む。一例では、バッテリ取付部６０の一方の端部が連結部１２
Ｄと接続され、バッテリ取付部６０の他方の端部がシートチューブ１２Ｅと接続される。
バッテリ取付部６０とシートチューブ１２Ｅとの間には、ドライブユニットが取り付けら
れるドライブユニット装着部が設けられてもよい。連結部１２Ｄは、バッテリ取付部６０
に一体成形されていてもよく、バッテリ取付部６０とは別体で形成され、溶接または接着
等によって一体に接合されていてもよい。バッテリ取付部６０は、フレーム１２とは別体
に設けられてもよい。
【００４４】
　バッテリユニット２２は、バッテリ取付部６０に取り付け可能である。バッテリユニッ
ト２２は、バッテリ取付部６０に取り付けられた状態で、自転車１０に含まれる電気的な
要素に電力を供給可能である。自転車１０に含まれる電気的な要素は、電動コンポーネン
ト（図示略）を含む。電動コンポーネントは、自転車の推進をアシストするモータを含む
ドライブユニット、電動変速機、電動サスペンション、電動シートポスト、表示装置、サ
イクルコンピュータ、ランプ、および、電動操作装置のうちの少なくとも１つを含む。
【００４５】
　図２は、取り付け構造２０の第１の方向Ｘに沿う方向における断面図である。バッテリ
ユニット２２は、ハウジング２４および複数のバッテリセル３８を含む。ハウジング２４
の材料は、樹脂材料を含む。ハウジング２４は、第１の方向Ｘの寸法が、他の方向の寸法
よりも大きな略直方体形状に形成されている。第１の方向Ｘは、バッテリユニット２２を
バッテリ取付部６０に取り付けた状態で、ダウンチューブ１２Ｃの長手方向に沿う。ハウ
ジング２４は、収容空間２４Ａを形成する。複数のバッテリセル３８は、ハウジング２４
の収容空間２４Ａに収容される。
【００４６】
　バッテリ取付部６０は、バッテリ収容部６２および第１の係合部６８を含む。バッテリ
収容部６２の材料は、金属または繊維強化樹脂を含む。一例では、バッテリ収容部６２は
、少なくともフレーム１２のうちバッテリ収容部６２に連結されている部分と同じ材料に
よって形成されることが好ましい。バッテリユニット２２は、バッテリ取付部６０に取り
付けられることによって、バッテリ収容部６２に収容される。バッテリ収容部６２は、バ
ッテリユニット２２を収容する収容空間６２Ａを形成する。第１の係合部６８は、例えば
収容空間６２Ａに設けられる。
【００４７】
　バッテリユニット２２は、第２の係合部４０をさらに含む。第２の係合部４０は、例え
ばハウジング２４に一体成形されている。第２の係合部４０は、バッテリ取付部６０の第
１の係合部６８に係合可能である。第２の係合部４０は、例えば第１の係合部６８に係合
された状態で、ハウジング２４を第１の係合部６８に対して旋回可能に構成される。
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【００４８】
　図３に示されるように、取り付け構造２０は、複数の連結部材８０をさらに含む。連結
部材８０は、バッテリ取付部６０とバッテリユニット２２のハウジング２４とを連結可能
である。好ましくは、連結部材８０は、バッテリ取付部６０とバッテリユニット２２のハ
ウジング２４とを着脱可能に連結するように構成される。連結部材８０は、バッテリユニ
ット２２に含まれる要素の１つとして構成されてもよい。複数の連結部材８０の数の一例
は、４つである。連結部材８０の数は、少なくとも１つ以上の範囲において任意に変更可
能である。
【００４９】
　連結部材８０は、ボルト８２を含む。ボルト８２は、頭部８２Ａおよびねじ部８２Ｂを
含む。頭部８２Ａは、工具を係合可能な工具係合部（図示略）を有する。ボルト８２は、
例えば六角穴付ボルトまたは六角ボルトによって構成される。ボルト８２の種類は、任意
に変更可能である。ボルト８２の別の一例は、スタッドボルトである。連結部材８０は、
ボルト８２に代えてリベットを含んでもよい。リベットは、バッテリ取付部６０とハウジ
ング２４とを着脱不能に連結可能である。
【００５０】
　バッテリ収容部６２は、例えば第１の方向Ｘに垂直な第２の方向Ｙの中心を通り、第２
の方向Ｙに垂直な平面に対して実質的に面対称に形成されている。第２の方向Ｙは、自転
車１０（図１参照）の前後方向に垂直な幅方向に沿う。
【００５１】
　バッテリ収容部６２は、一対の側面部６４Ａおよび主面部６６を含む。一対の側面部６
４Ａおよび主面部６６は、バッテリ収容部６２のうちの第１の方向Ｘに沿う面である。一
対の側面部６４Ａは、第２の方向Ｙにおけるバッテリ収容部６２の側面を含む。一対の側
面部６４Ａは、第２の方向Ｙにおいて主面部６６の両端部にそれぞれ繋がる。第１の方向
Ｘのヘッドチューブ１２Ａ（図１参照）側における一対の側面部６４Ａおよび主面部６６
の端部は、ダウンチューブ１２Ｃの連結部１２Ｄと接続される。一例では、第１の方向Ｘ
のヘッドチューブ１２Ａ側において一対の側面部６４Ａと主面部６６とを繋げる端面６４
Ｂが、ダウンチューブ１２Ｃの連結部１２Ｄと接続される。一対の側面部６４Ａおよび主
面部６６は、一体成形されている。
【００５２】
　バッテリ収容部６２は、第１の開口６４Ｃをさらに含む。第１の開口６４Ｃは、例えば
自転車１０が平地に置かれた状態で下方に開口するように、バッテリ収容部６２に形成さ
れている。第１の開口６４Ｃは、バッテリ収容部６２の収容空間６２Ａと繋がっている。
第１の開口６４Ｃは、バッテリユニット２２を収容空間６２Ａに挿入可能な大きさに形成
される。バッテリユニット２２は、第１の開口６４Ｃを介して収容空間６２Ａに収容され
、バッテリ取付部６０に取り付けられる。
【００５３】
　バッテリユニット２２の外形は、例えば第２の方向Ｙの中心を通り、第２の方向Ｙに垂
直な平面に対して実質的に面対称に形成されている。
　ハウジング２４の外周部３０は、第１の方向Ｘに沿って延びる側面部３２および第１の
方向Ｘの端面３６を含む。側面部３２は、ハウジング２４のうちの第１の方向Ｘに沿う面
を含む。側面部３２は、第１の側面部３２Ａ、第２の側面部３２Ｂ（図４参照）、第３の
側面部３２Ｃ、および、第４の側面部３４を含む。第１の側面部３２Ａおよび第２の側面
部３２Ｂは、第２の方向Ｙにおけるハウジング２４の側面をそれぞれ含む。第３の側面部
３２Ｃおよび第４の側面部３４は、第１の方向Ｘおよび第２の方向Ｙに垂直な第３の方向
Ｚにおけるハウジング２４の側面をそれぞれ含む。
【００５４】
　端面３６は、第２の方向Ｙに沿う。端面３６は、第１の端面３６Ａおよび第２の端面３
６Ｂを含む。第１の端面３６Ａは、バッテリユニット２２がバッテリ取付部６０に取り付
けられた状態において、第１の方向Ｘにおける第１の端部３５Ａに含まれる。第２の端面
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３６Ｂは、バッテリユニット２２がバッテリ取付部６０に取り付けられた状態において、
第１の方向Ｘにおける第２の端部３５Ｂに含まれる。
【００５５】
　ハウジング２４は、第１の方向Ｘにおいて第１の部分２６および第２の部分２８を有す
る。第１の部分２６は、例えば第１の端面３６Ａ、および、側面部３２のうち第１の端面
３６Ａと隣接する部分を含む。第１の部分２６は、例えばハウジング２４のうち第１の方
向Ｘの中央から第１の方向Ｘの一方Ｘ１側の部分を含む。第２の部分２８は、例えば第２
の端面３６Ｂ、および、側面部３２のうち第２の端面３６Ｂと隣接する部分を含む。第２
の部分２８は、例えばハウジング２４のうち第１の方向Ｘの中央から第１の方向Ｘの他方
Ｘ２側の部分を含む。第２の係合部４０は、ハウジング２４の第１の部分２６に設けられ
る。第１の部分２６は、第１の端部３５Ａを含む。第２の部分２８は、第２の端部３５Ｂ
を含む。図示される例では、第２の係合部４０は、ハウジング２４の第１の端面３６Ａに
設けられる。
【００５６】
　ハウジング２４の第１の部分２６と第２の部分２８との関係は、任意に変更可能である
。一例では、第１の部分２６は、第２の端面３６Ｂ、および、側面部３２のうちの第２の
端面３６Ｂと隣接する部分を含んでいてもよい。第２の部分２８は、第１の端面３６Ａ、
および、側面部３２のうちの第１の端面３６Ａと隣接する部分を含んでいてもよい。この
例では、第２の係合部４０は、ハウジング２４の第２の端面３６Ｂに設けられる。
【００５７】
　バッテリユニット２２は、カバー取付部４２をさらに含む。カバー取付部４２は、カバ
ー９０を取り付け可能に構成される。カバー取付部４２は、例えばハウジング２４の第３
の側面部３２Ｃに設けられる。カバー取付部４２は、複数のねじ孔４２Ａを含む。複数の
ねじ孔４２Ａは、バッテリユニット２２がバッテリ取付部６０に取り付けられた状態にお
いて、バッテリ収容部６２の第１の開口６４Ｃから露出する。複数のねじ孔４２Ａの数の
一例は、１０個である。ねじ孔４２Ａの数およびその配置は、任意に変更可能である。
【００５８】
　取り付け構造２０は、カバー９０をさらに含む。カバー９０は、バッテリユニット２２
に着脱可能に構成される。カバー９０は、カバー本体９２および複数の貫通孔９４を含む
。カバー本体９２は、バッテリユニット２２がバッテリ取付部６０に取り付けられた状態
において、バッテリ収容部６２の第１の開口６４Ｃを塞ぐことができるように構成される
ことが好ましい。カバー本体９２は、バッテリユニット２２の一部のみをカバーするよう
に構成されてもよい。
【００５９】
　複数の貫通孔９４は、ボルト９６を挿通可能に形成される。複数の貫通孔９４は、カバ
ー本体９２に設けられる。複数の貫通孔９４は、カバー本体９２がバッテリユニット２２
に取り付けられた状態において、カバー本体９２のうちの各ねじ孔４２Ａと対応する位置
にそれぞれ設けられる。複数のボルト９６が複数の貫通孔９４を介して各ねじ孔４２Ａに
挿入されることによって、カバー９０がバッテリユニット２２に取り付けられる。バッテ
リユニット２２がバッテリ収容部６２の収容空間６２Ａに収容された状態で、バッテリユ
ニット２２はバッテリ収容部６２およびカバー９０によって外部から保護される。カバー
９０は、バッテリユニット２２がバッテリ取付部６０に取り付けられた後に、バッテリユ
ニット２２に取り付けてもよい。カバー９０がバッテリユニット２２に取り付けられた状
態で、バッテリユニット２２がバッテリ取付部６０に取り付けられてもよい。取り付け構
造２０は、カバー９０およびカバー取付部４２を省略して構成されてもよい。
【００６０】
　図４は、バッテリユニット２２の第２の係合部４０の構成を示す。
　第２の係合部４０は、例えばハウジング２４の第１の端面３６Ａから突出するように設
けられる。第２の係合部４０は、例えば第３の方向Ｚにおいて、ハウジング２４の中央か
ら第３の側面部３２Ｃ（図３参照）側にオフセットして設けられる。第２の係合部４０は
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、第３の方向Ｚにおいて、ハウジング２４の中央から第４の側面部３４側にオフセットし
て設けられてもよい。第２の係合部４０は、第２の方向Ｙに延びる第１の溝４０Ａを含む
。第１の溝４０Ａは、例えば第１の側面部３２Ａ（図５参照）から第２の側面部３２Ｂに
わたって第２の方向Ｙに延びる。第１の溝４０Ａは、第１の方向Ｘの一方Ｘ１側に開口す
るように形成されている。第１の溝４０Ａは、例えば第２の方向Ｙにおける両端部が開口
している。第１の溝４０Ａの内周面４０Ｂは、曲面を含み、好ましくは第２の方向Ｙに垂
直な方向の断面が略Ｕ字状になるように形成されている。
【００６１】
　ハウジング２４の第４の側面部３４は、例えば湾曲した部分を含む。第４の側面部３４
は、第１の斜面３４Ａ、第２の斜面３４Ｂ、および、中間面３４Ｃを含む。各斜面３４Ａ
、３４Ｂは、中間面３４Ｃに対して傾斜している。中間面３４Ｃは、第２の方向Ｙにおい
て第１の斜面３４Ａと第２の斜面３４Ｂとの間に設けられる。第１の斜面３４Ａは、第１
の側面部３２Ａに繋がっている（図５参照）。第２の斜面３４Ｂは、第２の側面部３２Ｂ
に繋がっている。
【００６２】
　図５に示されるように、バッテリユニット２２は、電気コネクタ４４、表示部４６、お
よび、スイッチ４８をさらに含む。表示部４６は、例えばバッテリユニット２２の電池残
量を表示可能である。スイッチ４８は、例えばバッテリユニット２２の電源のオンおよび
オフを切り替え可能である。表示部４６およびスイッチ４８は、ハウジング２４に設けら
れる。図示される例では、表示部４６およびスイッチ４８は、ハウジング２４の第４の側
面部３４に設けられる。バッテリユニット２２は、表示部４６およびスイッチ４８の少な
くとも一方を省略して構成されてもよい。
【００６３】
　電気コネクタ４４は、ハウジング２４に設けられる。電気コネクタ４４は、自転車１０
（図１参照）の電動コンポーネントと電気的に接続されたプラグＰ（図１１参照）と電気
的に接続可能である。電気コネクタ４４は、第１の電気コネクタ４４Ａおよび第２の電気
コネクタ４４Ｂを含む。第１の電気コネクタ４４Ａは、例えばハウジング２４の第２の端
面３６Ｂに設けられる。第２の電気コネクタ４４Ｂは、例えば第２の端面３６Ｂに隣接す
るハウジング２４の第４の側面部３４に設けられる。第２の電気コネクタ４４Ｂは、第２
の端面３６Ｂに隣接するハウジング２４の第１の側面部３２Ａ、第２の側面部３２Ｂ（図
４参照）、または、第３の側面部３２Ｃに設けられてもよい。バッテリユニット２２は、
プラグＰが電気コネクタ４４Ａ、４４Ｂの一方に接続されることによって、電動コンポー
ネントに電力を供給可能な状態を構成する。電気コネクタ４４は、第１の電気コネクタ４
４Ａおよび第２の電気コネクタ４４Ｂの一方を省略して構成されてもよい。電気コネクタ
４４は、充電器と接続可能に構成され、電気コネクタ４４を介してバッテリセル３８を充
電するように構成されてもよい。
【００６４】
　バッテリユニット２２は、固定部５０をさらに含む。固定部５０は、ハウジング２４の
第２の部分２８において、第１の方向Ｘにおけるハウジング２４の両端面３６Ａ、３６Ｂ
の間に設けられる。固定部５０は、連結部材８０（図３参照）を固定可能であり、ハウジ
ング２４の第２の部分２８に着脱不能に設けられることが好ましい。一例では、固定部５
０は、ハウジング２４の第２の端部３５Ｂに設けられる。固定部５０は、ハウジング２４
の第２の部分２８に着脱不能に設けられている場合において、第１の方向Ｘにおけるハウ
ジング２４の両端面３６Ａ、３６Ｂの間に設けられず、例えばハウジング２４の第２の端
面３６Ｂから突出して設けられてもよい。
【００６５】
　固定部５０は、第１の方向Ｘに交差する方向において、ハウジング２４の外周部３０に
設けられる。固定部５０は、第１の方向Ｘに交差する方向において、間隔を開けて複数設
けられる。一例では、固定部５０は、第２の方向Ｙにおいて、間隔を開けて複数設けられ
る。固定部５０の数は、連結部材８０の数と対応している。好ましくは、固定部５０の少
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なくとも一部は、ハウジング２４に一体成形されている。
【００６６】
　固定部５０は、一対の第１の固定部５２および一対の第２の固定部５４を含む。一対の
第１の固定部５２は、例えばハウジング２４の第２の方向Ｙの中心を通り、第２の方向Ｙ
に垂直な平面に対して実質的に面対称に形成されている。一対の第１の固定部５２は、第
１の方向Ｘに交差する方向において、ハウジング２４の側面部３２のそれぞれに設けられ
る。一例では、一対の第１の固定部５２は、第２の方向Ｙに間隔を開けて、ハウジング２
４の第４の側面部３４にそれぞれ設けられる。図示される例では、第２の方向Ｙにおいて
、一方の第１の固定部５２が第４の側面部３４の第１の斜面３４Ａに対応する位置に設け
られ、他方の第１の固定部５２が第４の側面部３４の第２の斜面３４Ｂに対応する位置に
設けられる。第１の固定部５２は、ハウジング２４の第１の斜面３４Ａおよび第２の斜面
３４Ｂから突出している。第１の固定部５２の少なくとも一部は、例えばハウジング２４
に一体成形されている。
【００６７】
　一対の第２の固定部５４は、例えばハウジング２４の第２の方向Ｙの中心を通り、第２
の方向Ｙに垂直な平面に対して実質的に面対称に形成されている。一対の第２の固定部５
４は、第１の方向Ｘに交差する方向において、ハウジング２４の側面部３２のそれぞれに
設けられる。一例では、一対の第２の固定部５４は、ハウジング２４の第１の側面部３２
Ａおよび第２の側面部３２Ｂのそれぞれに設けられる。第２の固定部５４の少なくとも一
部は、例えばハウジング２４に一体成形されている。
【００６８】
　図６に示されるように、第１の固定部５２は、挿入孔５２Ｂが形成されている第１の固
定部本体５２Ａおよびねじ部５２Ｅを含む。第１の固定部本体５２Ａは、ハウジング２４
に一体成形されている。挿入孔５２Ｂは、連結部材８０（図３参照）を挿入可能に第１の
固定部本体５２Ａに形成されている。第１の固定部本体５２Ａは、挿入孔５２Ｂを定義す
る内周面５２Ｃおよび底面５２Ｄを含む。挿入孔５２Ｂは、底面５２Ｄを貫通してハウジ
ング２４の収容空間２４Ａと繋がるように形成されていてもよい。ねじ部５２Ｅは、連結
部材８０のボルト８２（図３参照）と連結可能に構成される。ねじ部５２Ｅの材料は、好
ましくは金属材料を含む。ねじ部５２Ｅは、挿入孔５２Ｂに設けられる。ねじ部５２Ｅは
、第１の固定部本体５２Ａに着脱不能に保持されることが好ましい。ねじ部５２Ｅは、雌
ねじが形成されるナットを含んで構成される。ねじ部５２Ｅは、ねじ部５２Ｅの軸線まわ
りに回転不能に第１の固定部本体５２Ａに保持される。
【００６９】
　第１の固定部本体５２Ａは、第３の方向Ｚにおいて、ねじ部５２Ｅが挿入孔５２Ｂから
外側に突出しないように、ねじ部５２Ｅの軸線方向の端部に接触可能に構成される。ねじ
部５２Ｅは、ねじ部５２Ｅの軸線方向に移動不能に第１の固定部本体５２Ａに保持される
ことが好ましい。第１の固定部本体５２Ａは、ねじ部５２Ｅと一体成形されてもよく、例
えば連結部材８０のボルト８２と連結可能なねじ部５２Ｅを内周面５２Ｃに形成してもよ
い。この例では、ねじ部５２Ｅは、例えばハウジング２４と同じ樹脂材料によって形成さ
れる。
【００７０】
　第１の固定部本体５２Ａは、挿入孔５２Ｂが開口する開口面５２Ｆを含む。開口面５２
Ｆは、例えばハウジング２４の第４の側面部３４における中間面３４Ｃと実質的に同じ平
面上に配置されるように構成される。第３の方向Ｚにおける開口面５２Ｆと中間面３４Ｃ
との位置関係は、任意に変更可能である。この例では、第１の固定部本体５２Ａは、ハウ
ジング２４の第４の側面部３４における中間面３４Ｃから突出するように構成されてもよ
い。
【００７１】
　第２の固定部５４は、挿入孔５４Ｂが形成されている第２の固定部本体５４Ａおよびね
じ部５４Ｅを含む。第２の固定部本体５４Ａは、ハウジング２４に一体成形されている。
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挿入孔５４Ｂは、連結部材８０を挿入可能に第２の固定部本体５４Ａに形成されている。
第２の固定部本体５４Ａは、挿入孔５４Ｂを定義する内周面５４Ｃおよび底面５４Ｄを含
む。挿入孔５４Ｂは、底面５４Ｄを貫通してハウジング２４の収容空間２４Ａと繋がるよ
うに形成されていてもよい。ねじ部５４Ｅは、連結部材８０のボルト８２と連結可能であ
る。ねじ部５４Ｅの材料は、好ましくは金属材料を含む。ねじ部５４Ｅは、挿入孔５４Ｂ
に設けられる。ねじ部５４Ｅは、第２の固定部本体５４Ａに着脱不能に保持されることが
好ましい。ねじ部５２Ｅは、雌ねじが形成されるナットを含んで構成される。ねじ部５４
Ｅは、ねじ部５４Ｅの軸線まわりに回転不能に第２の固定部本体５４Ａに保持される。
【００７２】
　第２の固定部本体５４Ａは、第２の方向Ｙにおいて、ねじ部５４Ｅが挿入孔５４Ｂから
外側に突出しないように、ねじ部５４Ｅの軸線方向の端部に接触可能に構成される。ねじ
部５４Ｅは、ねじ部５４Ｅの軸線方向に移動不能に第２の固定部本体５４Ａに保持される
ことが好ましい。第２の固定部本体５４Ａは、ねじ部５４Ｅと一体成形されてもよく、例
えば連結部材８０のボルト８２と連結可能なねじ部５４Ｅを内周面５２Ｃに形成してもよ
い。この例では、ねじ部５４Ｅは、例えばハウジング２４と同じ樹脂材料によって形成さ
れる。
【００７３】
　図２および図６に示されるように、複数のバッテリセル３８がハウジング２４の収容空
間２４Ａに収容されている。ハウジング２４の収容空間２４Ａに収容可能なバッテリセル
３８の最大の数（以下「バッテリセル３８の最大数」）は、収容空間２４Ａの容積と相関
を有する。具体的には、バッテリセル３８の最大数は、ハウジング２４の第１の方向Ｘに
沿う第１の寸法ＳＸ（図２参照）、ハウジング２４の第２の方向Ｙに沿う第２の寸法ＳＹ
（図６参照）、および、ハウジング２４の第３の方向Ｚに沿う第３の寸法ＳＺ（図６参照
）によって決められる。バッテリユニット２２の第２の寸法ＳＹおよび第３の寸法ＳＺは
、バッテリ収容部６２の収容空間６２Ａ（図３参照）に収まる範囲内において、任意に変
更可能である。一例では、バッテリ取付部６０は、収容空間６２Ａに収まる範囲内で設計
された第２の寸法ＳＹおよび第３の寸法ＳＺの少なくとも一方が異なる複数のバッテリユ
ニット２２を、選択的に取り付けることができる。
【００７４】
　図７は、バッテリユニット２２が取り外された状態のバッテリ取付部６０を示す。
　バッテリ収容部６２の外観形状は、自転車１０（図１参照）に合わせて任意にデザイン
されることが好ましい。バッテリ収容部６２は、第１の方向Ｘに垂直な方向の断面が略Ｕ
字状になるように形成されている。主面部６６は、第１の斜面６６Ａ、第２の斜面６６Ｂ
、第３の斜面６６Ｃ、および、中間面６６Ｄを含む。第１の斜面６６Ａ、第２の斜面６６
Ｂ、第３の斜面６６Ｃ、および、中間面６６Ｄは、それぞれ平面に形成されている。各斜
面６６Ａ～６６Ｃは、中間面６６Ｄに対して傾斜するように形成されている。中間面６６
Ｄは、第２の方向Ｙにおいて第１の斜面６６Ａと第２の斜面６６Ｂとの間に設けられる。
第１の斜面６６Ａは、第２の方向Ｙにおいて中間面６６Ｄの一方の端から、第３の方向Ｚ
の一方Ｚ１に延びて、一方の側面部６４Ａに繋がっている。第２の斜面６６Ｂは、第２の
方向Ｙにおいて中間面６６Ｄの他方の端から、第３の方向Ｚの一方Ｚ１に延びて、他方の
側面部６４Ａに繋がっている。第３の斜面６６Ｃは、第１の方向Ｘにおいて中間面６６Ｄ
の一方の端から、第３の方向Ｚの一方Ｚ１に延びて、第１の斜面６６Ａ、第２の斜面６６
Ｂおよび、端面６４Ｂに繋がっている。
【００７５】
　バッテリ取付部６０は、第２の開口６６Ｅをさらに含む。バッテリユニット２２がバッ
テリ取付部６０に取り付けられた状態において、第２の電気コネクタ４４Ｂ、表示部４６
、および、スイッチ４８が第２の開口６６Ｅから露出する（図１１参照）。第２の開口６
６Ｅは、例えばバッテリ収容部６２の主面部６６に設けられる。一例では、第２の開口６
６Ｅは、主面部６６の中間面６６Ｄに設けられる。バッテリ収容部６２に形成される第２
の開口６６Ｅの位置は、バッテリユニットに設けられる第２の電気コネクタ４４Ｂ、表示
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部４６、および、スイッチ４８の配置によって決められる。一例では、第２の開口６６Ｅ
は、第２の電気コネクタ４４Ｂ、表示部４６、および、スイッチ４８がバッテリユニット
２２の第１の側面部３２Ａおよび第２の側面部３２Ｂのいずれか一方に設けられる場合、
バッテリ収容部６２の対応する側面部３２Ａ、３２Ｂに設けられる。第２の開口６６Ｅは
、第２の電気コネクタ４４Ｂ、表示部４６、および、スイッチ４８毎に設けられてもよい
。バッテリ取付部６０は、第２の開口６６Ｅを省略して構成されてもよい。
【００７６】
　バッテリ取付部６０は、複数の貫通孔７０をさらに含む。貫通孔７０は、連結部材８０
（図３参照）を挿通可能な孔である。複数の貫通孔７０は、バッテリユニット２２がバッ
テリ収容部６２の収容空間６２Ａに収容された状態において、バッテリ収容部６２のうち
の固定部５０の挿入孔５２Ｂ、５４Ｂ（図６参照）と対応する位置にそれぞれ設けられる
。一例では、各貫通孔７０は、バッテリ収容部６２の主面部６６および側面部６４Ａの少
なくとも一方に設けられる。バッテリ収容部６２の主面部６６に形成される貫通孔７０は
、第３の方向Ｚに主面部６６を貫通する。バッテリ収容部６２の側面部６４Ａに形成され
る貫通孔７０は、第２の方向Ｙに側面部６４Ａを貫通する。連結部材８０は、バッテリ取
付部６０の貫通孔７０を挿通し、固定部５０と連結部材８０の一部との間でバッテリ取付
部６０を挟み込むことによって、ハウジング２４をバッテリ取付部６０に固定する（図３
参照）。連結部材８０の一部は、例えばボルト８２の頭部８２Ａである。各貫通孔７０は
、ボルト８２の頭部８２Ａがバッテリ取付部６０の外表面から突出しないように、ボルト
８２の頭部８２Ａを収容可能に形成されることが好ましい。固定部５０は、第１の固定部
５２および第２の固定部５４の少なくとも一方を省略して構成されてもよい。この場合、
省略された第１の固定部５２および第２の固定部５４に対応する貫通孔７０も省略される
ことが好ましい。
【００７７】
　図８は、バッテリ取付部６０の第１の係合部６８の構成を示す。
　第１の係合部６８は、例えば第２の係合部４０の第１の溝４０Ａ（図４参照）に嵌まる
突起を含む。突起は、第１の溝４０Ａに嵌まった状態で、第２の方向Ｙにおいて離間した
少なくとも２か所の位置で、第２の係合部４０に接触することが好ましい。第１の係合部
６８の突起は、軸６８Ａを含む。軸６８Ａは、円柱形状に形成されることが好ましい。第
１の係合部６８の軸６８Ａは、バッテリ収容部６２の収容空間６２Ａにおいて第２の方向
Ｙに延びる。第１の係合部６８は、取り付け構造２０に含まれる要素の１つとして構成さ
れてもよい。
【００７８】
　第１の方向Ｘにおける第１の溝４０Ａの深さは、第１の係合部６８の軸６８Ａの直径よ
りも大きくなるように形成されている。これによって、第２の係合部４０を第１の係合部
６８に係合させた状態で、バッテリユニット２２が第１の方向Ｘに移動したときに、第２
の係合部４０を第１の係合部６８から外れにくくすることができる。第３の方向Ｚにおけ
る第１の溝４０Ａの寸法は、第１の係合部６８の軸６８Ａの直径と実質的に同じ、または
、軸６８Ａの直径よりもわずかに大きくなるように形成されている。第１の係合部６８お
よび第２の係合部４０が係合された状態で、第１の係合部６８と第２の係合部４０との間
に配置されるように、第１の係合部６８および第２の係合部４０のいずれか一方に弾性部
材が設けられてもよい。弾性部材は、例えばゴムまたはウレタンを含む。第１の溝４０Ａ
は、第３の方向Ｚの一方Ｚ１側に開口するように形成されていてもよい。
【００７９】
　バッテリ取付部６０は、一対の支持孔７２をさらに含む。一対の支持孔７２は、第１の
係合部６８の軸６８Ａを挿入可能に形成される。一対の支持孔７２は、例えばバッテリ収
容部６２の一対の側面部６４Ａにおいて、互いに対向する部分に設けられる。第２の方向
Ｙにおける第１の溝４０Ａの幅は、軸６８Ａのうち収容空間６２Ａに配置される部分の軸
方向の寸法と実質的に同じ寸法に形成されることが好ましい。支持孔７２は、第２の方向
Ｙにおいて側面部６４Ａを貫通するように形成されている。第１の係合部６８の軸６８Ａ
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は、例えば軸方向の一方の端部６９Ａにねじ部６８Ｂ（図３参照）が形成されている。第
１の係合部６８のねじ部６８Ｂと対応する一方の支持孔７２を定義する側面部６４Ａの内
周面には、第１の係合部６８のねじ部６８Ｂと連結可能なねじ（図示略）が形成されてい
る。第１の係合部６８の軸６８Ａは、例えば軸方向の他方の端部６９Ｂにおいて、支持孔
７２よりも外径が大きなフランジ部６８Ｃが形成されることが好ましい。フランジ部６８
Ｃは、外側からバッテリ取付部６０に接触し、第２の方向Ｙにおける第１の係合部６８の
軸６８Ａの位置決めを行う。
【００８０】
　第１の係合部６８の軸６８Ａにおける一方の端部６９Ａは、一方の支持孔７２に支持さ
れる。第１の係合部６８の軸６８Ａにおける他方の端部６９Ｂは、他方の支持孔７２に支
持される。第１の係合部６８の軸６８Ａにおける他方の端部６９Ｂまたはフランジ部６８
Ｃには、軸６８Ａを軸線まわりに回転させるための工具が係合可能な係合部が設けられる
ことが好ましい。第１の係合部６８の軸６８Ａは、第２の方向Ｙに沿って一対の支持孔７
２に挿入され、ねじ部６８Ｂを一方の支持孔７２のねじ部に結合することによって、バッ
テリ収容部６２に対して固定される。第１の係合部６８の軸６８Ａは、かしめ、接着、ま
たは、溶接等によって、バッテリ収容部６２に対して着脱不能に設けられることが好まし
い。
【００８１】
　第１の係合部６８の軸６８Ａは、ねじ部６８Ｂおよびフランジ部６８Ｃの少なくとも一
方を省略して構成されてもよい。第１の係合部６８の軸６８Ａがねじ部６８Ｂを含まない
場合、第１の係合部６８の軸６８Ａにおける一方の端部６９Ａは、例えば一方の支持孔７
２に圧入されてバッテリ取付部６０に固定されてもよく、支持孔７２に挿入された状態で
、接着または溶接等によって、バッテリ取付部６０に固定されてもよい。第１の係合部６
８の軸６８Ａにおける他方の端部６９Ｂにおいても、例えば他方の支持孔７２に圧入され
てバッテリ取付部６０に固定されてもよく、他方の支持孔７２に挿入された状態で、接着
または溶接等によって、バッテリ取付部６０に固定されてもよい。図示される例では、第
１の係合部６８の軸６８Ａは、一対の支持孔７２に挿入された状態においてバッテリ収容
部６２の側面部６４Ａから外方に突出しないように構成される。一方の支持孔７２は、収
容空間６２Ａに繋がるブラインド孔によって構成されてもよい。
【００８２】
　図９～図１１を参照して、バッテリユニット２２のバッテリ取付部６０への取付手順に
ついて説明する。図９は、第１の方向Ｘに沿う取り付け構造２０の断面図である。
　バッテリユニット２２は、例えば次の手順を経てバッテリ取付部６０に取り付けられる
。図９に示されるように、第１の手順では、ユーザが、バッテリユニット２２の第２の係
合部４０をバッテリ取付部６０の第１の係合部６８に嵌めて、バッテリユニット２２を第
１の係合部６８に対して旋回させる。具体的には、ユーザが、第２の係合部４０の第１の
溝４０Ａを第１の係合部６８の軸６８Ａに嵌めて、バッテリユニット２２がバッテリ収容
部６２の収容空間６２Ａに収容されるように、第１の係合部６８の軸６８Ａを旋回支点と
してバッテリユニット２２を旋回させる。第１の手順に代えて、ユーザが、バッテリユニ
ット２２をバッテリ収容部６２の収容空間６２Ａに収容した後で、バッテリユニット２２
を第１の方向Ｘにスライドさせて、第２の係合部４０を第１の係合部６８と係合させても
よい。バッテリユニット２２がバッテリ収容部６２の収容空間６２Ａに収容された状態で
は、バッテリ収容部６２に対する第３の方向Ｚに沿う第２の係合部４０の位置が第１の係
合部６８によって保持される。
【００８３】
　図１０に示されるように、第２の手順では、ユーザが、バッテリユニット２２をバッテ
リ収容部６２の収容空間６２Ａに収容させた状態で、複数のボルト８２のねじ部８２Ｂを
対応する貫通孔７０に挿入させ、固定部５０のねじ部５２Ｅ、５４Ｅ（図６参照）に連結
させる。第２の手順の前または第２の手順の後において、バッテリユニット２２の電気コ
ネクタ４４にプラグＰが接続される（図１１参照）。図示される例では、第２の電気コネ
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クタ４４ＢにプラグＰが接続される。第３の手順では、ユーザが、カバー９０をバッテリ
ユニット２２に取り付ける。以上の手順を経て、図１１に示されるように、バッテリユニ
ット２２（図１０参照）がバッテリ取付部６０に取り付けられた状態となる。第３の手順
は、第１の手順の前に行われてもよい。
【００８４】
　（第２の実施形態）
　第２の実施形態の取り付け構造２０は、以下に説明する点において第１の実施形態の取
り付け構造２０と相違し、その他の点において第１の実施形態の取り付け構造２０と実質
的に同じ構成を備える。第２の実施形態の取り付け構造２０の説明は、第１の実施形態の
取り付け構造２０と共通する構成に同一の符号を付し、共通する構成の説明の一部または
全部を省略する。
【００８５】
　図１２は、取り付け構造２０の第１の方向Ｘに沿う断面図である。バッテリ取付部６０
は、第１の係合部６８（図２参照）に代えて一対の第１の係合部１６８を含む。第１の係
合部６８は、例えばバッテリ収容部６２内に設けられる。バッテリユニット２２は、第２
の係合部４０（図２参照）に代えて一対の第２の係合部１４０を含む。第２の係合部１４
０は、バッテリ取付部６０の第１の係合部１６８に係合可能である。第２の係合部１４０
は、第１の係合部１６８に係合された状態で、ハウジング２４を第１の係合部１６８に対
して旋回可能に構成される。
【００８６】
　図１３に示されるように、バッテリユニット２２は、アタッチメント１００をさらに含
む。アタッチメント１００は、ハウジング２４の第１の部分２６に着脱不能に固定される
。アタッチメント１００は、ハウジング２４の第１の部分２６に着脱可能に固定されてい
てもよい。一例では、アタッチメント１００は、ハウジング２４の第１の端部３５Ａにお
いて、第１の端面３６Ａ、および、第１の端面３６Ａと隣接する各側面部３２Ａ～３２Ｃ
（図３参照）の少なくとも一部を覆うように取り付けられる。
【００８７】
　一対の第２の係合部１４０は、例えばアタッチメント１００がハウジング２４に取り付
けられた状態において、第２の方向Ｙにおけるハウジング２４の側面部３２Ａ、３２Ｂに
設けられる。第２の係合部１４０は、第２の溝１４０Ａを含む。第２の溝１４０Ａは、ハ
ウジング２４とアタッチメント１００とによって形成される。アタッチメント１００は、
例えば板状の金属板を折り曲げて形成される。アタッチメント１００には、第２の溝１４
０Ａを形成するための貫通孔が形成されている。一方の第２の溝１４０Ａは、アタッチメ
ント１００がハウジング２４に取り付けられた状態において、第１の側面部３２Ａと、ア
タッチメント１００のうちの第１の側面部３２Ａを覆い、貫通孔が形成されている部分と
によって定義される。他方の第２の溝１４０Ａは、アタッチメント１００がハウジング２
４に取り付けられた状態において、第２の側面部３２Ｂと、アタッチメント１００のうち
の第２の側面部３２Ｂを覆い、貫通孔が形成されている部分とによって定義される。第２
の溝１４０Ａは、アタッチメント１００の第２の方向Ｙの外表面から、第２の方向Ｙにお
けるハウジング２４の中央に向かって凹むように形成されている。第２の溝１４０Ａは、
第１の方向Ｘの一方Ｘ１に開口し、ハウジング２４の第１の端面３６Ａから、第１の方向
Ｘの他方Ｘ２に延びる。第２の溝１４０Ａの第１の方向Ｘの他方Ｘ２は、アタッチメント
１００によって塞がれている。第２の係合部１４０は、例えば第３の方向Ｚにおいて、ハ
ウジング２４の中央部に設けられる。
【００８８】
　図１４に示されるように、第１の係合部１６８は、例えば第２の係合部１４０の第２の
溝１４０Ａ（図１３参照）に嵌まる突起を含む。第１の係合部１６８は、ボルト１６８Ａ
を含む。ボルト１６８Ａは、頭部１６８Ｂおよびねじ部１６８Ｃを含む。第１の係合部１
６８は、取り付け構造２０に含まれる要素の１つとして構成されてもよい。
【００８９】
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　バッテリ取付部６０は、一対の支持孔１７２をさらに含む。一対の支持孔１７２は、ボ
ルト１６８Ａのねじ部１６８Ｃを挿入可能な孔である。一対の支持孔１７２は、例えばバ
ッテリ収容部６２の一対の側面部６４Ａにおいて、互いに対向する部分に設けられる。支
持孔１７２を定義する側面部６４Ａの内周面には、ボルト１６８Ａのねじ部１６８Ｃと連
結可能なねじ（図示略）が形成されている。第１の係合部１６８のボルト１６８Ａは、ね
じ部１６８Ｃが支持孔１７２に挿入され、バッテリ収容部６２に対して固定されている。
【００９０】
　ボルト１６８Ａの頭部１６８Ｂは、収容空間６２Ａに突出している。ボルト１６８Ａの
頭部１６８Ｂは、第２の溝１４０Ａに嵌まる突起を構成する。ボルト１６８Ａの頭部１６
８Ｂは、第２の係合部１４０の第２の溝１４０Ａと係合可能に構成される。ボルト１６８
Ａの頭部１６８Ｂにおける、ボルト１６８Ａの軸線まわりの外周面は、好ましくは曲面に
形成され、さらに好ましくは円筒面によって形成される。ボルト１６８Ａの頭部１６８Ｂ
またはねじ部１６８Ｃの少なくとも一方には、好ましくは工具を係合可能な工具係合部（
図示略）が設けられる。第１の係合部１６８は、かしめ、接着、または、溶接等によって
、バッテリ収容部６２に対して着脱不能に設けられることが好ましい。図示される例では
、第１の係合部１６８は、バッテリ収容部６２の側面部６４Ａから外方に突出しない。
【００９１】
　第１の係合部１６８は、ボルト１６８Ａに代えて、頭部１６８Ｂと頭部１６８Ｂから突
出する突出部とを含む構成としてもよい。突出部は、例えばねじ部１６８Ｃのねじを省略
した構成としてもよく、円柱または円筒に形成されてもよく、他の形状に形成されていて
もよい。この場合、支持孔１７２を定義する側面部６４Ａの内周面にもねじが形成されな
い。第１の係合部１６８の突出部は、支持孔１７２に圧入されてバッテリ取付部６０に固
定されてもよく、支持孔１７２に挿入された状態で、接着または溶接等によってバッテリ
取付部６０に固定されてもよい。一方の支持孔１７２は、貫通孔ではなく、収容空間６２
Ａに繋がるブラインド孔であってもよい。第２の溝１４０Ａにおける第１の方向Ｘの寸法
は、頭部１６８Ｂの直径よりも大きくなるように形成されている。これによって、第２の
係合部１４０を第１の係合部１６８に係合させた状態で、バッテリユニット２２（図３参
照）が第１の方向Ｘに移動したときに、第２の係合部４０を第１の係合部１６８から外れ
にくくすることができる。第２の溝１４０Ａにおける第３の方向Ｚの寸法は、頭部１６８
Ｂの直径と実質的に同じ、または、頭部１６８Ｂの直径よりもわずかに大きくなるように
形成されている。アタッチメント１００を省略して、第２の溝１４０Ａがハウジング２４
に一体成形されていてもよい。
【００９２】
　図１５を参照して、バッテリユニット２２のバッテリ取付部６０への取付手順について
説明する。図１５は、第１の方向Ｘに沿う取り付け構造２０の断面図である。
　バッテリユニット２２は、例えば次の手順を経てバッテリ取付部６０に取り付けられる
。第１の手順では、ユーザが、バッテリユニット２２の第２の係合部１４０をバッテリ取
付部６０の第１の係合部１６８に嵌めて、バッテリユニット２２を第１の係合部１６８に
対して旋回させる。具体的には、ユーザが、一対の第２の係合部１４０の第２の溝１４０
Ａを対応するボルト１６８Ａの頭部１６８Ｂに嵌めて、バッテリユニット２２がバッテリ
収容部６２の収容空間６２Ａに収容されるように、ボルト１６８Ａの頭部１６８Ｂを旋回
支点としてバッテリユニット２２を旋回させる。第２の手順以降は、第１の実施形態のバ
ッテリユニット２２の取付手順と実質的に同じである。以上の手順を経て、バッテリユニ
ット２２がバッテリ取付部６０に取り付けられた状態となる。
【００９３】
　（第３の実施形態）
　第３の実施形態の取り付け構造２０は、以下に説明する点において第１の実施形態の取
り付け構造２０と相違し、その他の点において第１の実施形態の取り付け構造２０と実質
的に同じ構成を備える。第３の実施形態の取り付け構造２０の説明は、第１の実施形態の
取り付け構造２０と共通する構成に同一の符号を付し、共通する構成の説明の一部または
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全部を省略する。
【００９４】
　図１６に示されるように、バッテリユニット２２は、固定部５０（図５参照）に代えて
複数の連結部材８０および一対の固定部１５０を含む。複数の連結部材８０の数の一例は
、２つである。一対の固定部１５０は、例えばハウジング２４の第２の方向Ｙの中心を通
り、第２の方向Ｙに垂直な平面に対して実質的に面対称に形成されている。一対の固定部
１５０は、第１の方向Ｘに交差する方向において、ハウジング２４の側面部３２のそれぞ
れに設けられる。一例では、一対の固定部１５０は、第２の方向Ｙにおいてハウジング２
４の第４の側面部３４にそれぞれ設けられる。図示される例では、一方の固定部１５０は
、第４の側面部３４の第１の斜面３４Ａに対応する位置に設けられる。他方の固定部１５
０は、第４の側面部３４の第２の斜面３４Ｂに対応する位置に設けられる。固定部１５０
は、ハウジング２４の第１の斜面３４Ａおよび第２の斜面３４Ｂから突出している。固定
部１５０の少なくとも一部は、例えばハウジング２４に一体成形されている。
【００９５】
　固定部１５０は、連結部材８０のボルト８２を着脱不能に支持する。固定部１５０は、
固定部本体１５０Ａと、固定部本体１５０Ａに形成される配置空間１５０Ｂを含む。配置
空間１５０Ｂは、ボルト８２の軸方向の一部を配置可能に構成される。一例では、ボルト
８２のねじ部８２Ｂの先端部が配置空間１５０Ｂから第３の方向Ｚに突出するように、ボ
ルト８２の頭部８２Ａおよびねじ部８２Ｂの一部が配置空間１５０Ｂに配置される。ボル
ト８２は、頭部８２Ａを省略した構成としてもよい。
【００９６】
　連結部材８０は、バッテリユニット２２がバッテリ収容部６２の収容空間６２Ａに収容
された状態で、連結部材８０の少なくとも一部分が、収容部の貫通孔７０を挿通し、バッ
テリ収容部６２の外側に突出するように構成される。
【００９７】
　図１７に示されるように、バッテリユニット２２（図１６参照）は、被連結部材８４を
さらに含む。被連結部材８４は、連結部材８０と連結可能である。被連結部材８４は、ナ
ット８４Ａを含む。連結部材８０は、対応するバッテリ取付部６０の貫通孔７０を挿通し
、固定部１５０（図１６参照）と被連結部材８４との間でバッテリ取付部６０を挟み込む
ことによって、ハウジング２４（図１６参照）をバッテリ取付部６０に固定する。ナット
８４Ａは、工具を係合可能に構成されることが好ましい。
【００９８】
　一対の固定部１５０は、第２の方向Ｙにおいてハウジング２４の第１の側面部３２Ａお
よび第２の側面部３２Ｂのそれぞれに設けられてもよい。この例では、固定部１５０に支
持されたボルト８２が貫通孔７０を挿通できるように、例えば貫通孔７０に繋がる溝がバ
ッテリ収容部６２の側面部６４Ａに設けられる。
【００９９】
　図１６および図１７を参照して、バッテリユニット２２のバッテリ取付部６０への取付
手順について説明する。
　バッテリユニット２２は、例えば次の手順を経てバッテリ取付部６０に取り付けられる
。第１の手順では、ユーザが、バッテリユニット２２の第２の係合部４０をバッテリ取付
部６０の第１の係合部６８に嵌めて、ボルト８２のねじ部８２Ｂがバッテリ取付部６０の
貫通孔７０を挿通するように、バッテリユニット２２を第１の係合部６８に対して旋回さ
せる。第２の手順では、ユーザが、ボルト８２のねじ部８２Ｂをバッテリ取付部６０の貫
通孔７０を挿通させた状態で、貫通孔７０から突出したボルト８２のねじ部８２Ｂにナッ
ト８４Ａを連結させる。第２の手順の前または第２の手順の後において、バッテリユニッ
ト２２の電気コネクタ４４にプラグＰが接続される。第３の手順では、ユーザが、カバー
９０（図１０参照）をバッテリユニット２２に取り付ける。以上の手順を経て、図１７に
示されるように、バッテリユニット２２がバッテリ取付部６０に取り付けられた状態とな
る。
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【０１００】
　（第４の実施形態）
　第４の実施形態の取り付け構造２０は、以下に説明する点において第１の実施形態の取
り付け構造２０と相違し、その他の点において第１の実施形態の取り付け構造２０と実質
的に同じ構成を備える。第４の実施形態の取り付け構造２０の説明は、第１の実施形態の
取り付け構造２０と共通する構成に同一の符号を付し、共通する構成の説明の一部または
全部を省略する。
【０１０１】
　図１８に示されるように、バッテリユニット２２は、固定部５０（図５参照）に代えて
一対の固定部２５０を含む。バッテリユニット２２は、アタッチメント２００をさらに含
む。アタッチメント２００は、ハウジング２４の第２の部分２８に着脱可能である。一例
では、アタッチメント２００は、ハウジング２４の第２の端部３５Ｂに設けられ、第２の
端面３６Ｂ、および、第２の端面３６Ｂと隣接する側面部３２を覆うように第２の部分２
８に取り付けられる。
【０１０２】
　アタッチメント２００は、一対の固定部２５０を含む。固定部２５０は、ハウジング２
４とは別体であり、アタッチメント２００がハウジング２４に取り付けられた状態におい
てハウジング２４に支持される。一対の固定部２５０は、例えばハウジング２４の第２の
方向Ｙの中心を通り、第２の方向Ｙに垂直な平面に対して実質的に面対称に形成されてい
る。固定部２５０は、アタッチメント２００のうちのハウジング２４の側面部３４を覆う
部分に設けられる。固定部２５０の構成は、固定部５０の構成と実質的に同じである。固
定部２５０の構成は、第３の実施形態における固定部１５０（図１６参照）の構成と実質
的に同じでもよい。第４の実施形態のバッテリユニット２２では、第１の電気コネクタ４
４Ａ（図５参照）が省略されてもよく、アタッチメント２００に第１の電気コネクタ４４
Ａを露出させるための貫通孔を形成してもよい。固定部２５０の少なくとも一部は、アタ
ッチメント２００に一体成形されていてもよく、アタッチメント２００とは別体で形成さ
れ、モールドまたは接着等によって分離不能に結合されていてもよい。
【０１０３】
　（第５の実施形態）
　第５の実施形態の取り付け構造２０は、以下に説明する点において第１の実施形態の取
り付け構造２０と相違し、その他の点において第１の実施形態の取り付け構造２０と実質
的に同じ構成を備える。第５の実施形態の取り付け構造２０の説明は、第１の実施形態の
取り付け構造２０と共通する構成に同一の符号を付し、共通する構成の説明の一部または
全部を省略する。
【０１０４】
　図１９に示されるように、バッテリユニット２２の第２の係合部４０は、第３の方向Ｚ
において、ハウジング２４の第１の端面３６Ａのうちの中央部に設けられる。第２の係合
部４０は、例えばハウジング２４の第３の方向Ｚの中心を通り、第３の方向Ｚに垂直な平
面に対して実質的に面対称に形成されている。バッテリユニット２２の第２の係合部４０
を、第３の方向Ｚにおいて、ハウジング２４の第１の端面３６Ａのうちの中央部に設ける
ことによって、自転車１０（図１参照）が平地に置かれた状態において、バッテリ収容部
６２の第１の開口６４Ｃが上方に開口する場合（図２０参照）、および、バッテリ収容部
６２の第１の開口６４Ｃが下方に開口する場合（図１１参照）のいずれにおいても、第２
の係合部４０を係合しやすい位置にバッテリ取付部６０の第１の係合部６８を配置するこ
とができる。
【０１０５】
　図２０に示されるバッテリ収容部６２は、第１の開口６４Ｃが、例えば自転車１０（図
１参照）が平地に置かれた状態で上方に開口するように構成される。図２０に示されるバ
ッテリ収容部６２は、図３に示されるバッテリ収容部６２のうち主面部６６と、第１の開
口６４Ｃとの位置を入れ替えた構成と実質的に同じである。カバー９０は、複数の貫通孔
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９４と、第３の開口９８と含む。複数の貫通孔９４は、バッテリユニット２２がバッテリ
収容部６２の収容空間６２Ａに収容された状態において、カバー９０のうちの第１の固定
部５２の挿入孔５２Ｂと対応する位置にそれぞれ設けられる。第３の開口９８は、バッテ
リユニット２２がバッテリ取付部６０に取り付けられ、カバー９０がバッテリユニット２
２に取り付けられた状態において、第２の電気コネクタ４４Ｂ、表示部４６、および、ス
イッチ４８が第３の開口９８から露出するように設けられる。取り付け構造２０では、主
面部６６の貫通孔７０（図３参照）が省略されてもよい。固定部５０は、第１の固定部５
２を省略して構成されてもよい。カバー取付部４２がハウジング２４の第４の側面部３４
に設けられてもよい。
【０１０６】
　（第６の実施形態）
　第６の実施形態の取り付け構造２０は、以下に説明する点において第１の実施形態の取
り付け構造２０と相違し、その他の点において第１の実施形態の取り付け構造２０と実質
的に同じ構成を備える。第６の実施形態の取り付け構造２０の説明は、第１の実施形態の
取り付け構造２０と共通する構成に同一の符号を付し、共通する構成の説明の一部または
全部を省略する。
【０１０７】
　図２１は、取り付け構造２０の第１の方向Ｘに沿う断面図である。バッテリ取付部６０
は、第１の係合部６８（図２参照）に代えて第１の係合部２６８を含む。第１の係合部２
６８は、例えば収容空間６２Ａに設けられる。バッテリユニット２２は、第２の係合部４
０（図２参照）に代えて第２の係合部２４０を含む。第２の係合部２４０は、例えばハウ
ジング２４に一体成形されている。第２の係合部２４０は、バッテリ取付部６０の第１の
係合部２６８に係合可能である。第２の係合部２４０は、第１の係合部２６８に係合され
た状態で、ハウジング２４を第１の係合部２６８に対して旋回可能に構成される。
【０１０８】
　第２の係合部２４０は、ハウジング２４の第１の部分２６に設けられる。図示される例
では、第２の係合部２４０は、ハウジング２４の第１の端面３６Ａに設けられる。第２の
係合部２４０は、例えばハウジング２４の第１の端面３６Ａから突出するように設けられ
る。第２の係合部２４０は、例えば第３の方向Ｚにおいて、第１の端面３６Ａのうちの第
３の側面部３２Ｃ側に設けられる。第２の係合部２４０は、例えば第３の方向Ｚにおいて
、ハウジング２４の中央部に設けられてもよい。
【０１０９】
　第２の係合部２４０は、第１の突起２４０Ａを含む。第１の突起２４０Ａは、第１の係
合部２６８が有する溝２６８Ａに嵌まる。第１の突起２４０Ａは、軸２４０Ｂおよび一対
の支持部２４０Ｃを含む。一対の支持部２４０Ｃは、軸２４０Ｂの両端部のそれぞれを支
持可能である。一対の支持部２４０Ｃは、ハウジング２４の第１の端面３６Ａから突出し
ている。軸２４０Ｂは、一方の支持部２４０Ｃから他方の支持部２４０Ｃに向けて第２の
方向Ｙ（図３参照）に延びる。軸２４０Ｂは、円柱状に形成されることが好ましい。軸２
４０Ｂおよび一対の支持部２４０Ｃは、一体成形されていてもよい。軸２４０Ｂおよび一
対の支持部２４０Ｃの少なくとも一方は、ハウジング２４と一体成形されていてもよい。
一対の支持部２４０Ｃに代えて、軸２４０Ｂの軸方向の全体を支持する支持部を設けても
よく、この場合、軸２４０Ｂおよび支持部が一体成形されることが好ましい。
【０１１０】
　第１の係合部２６８は、溝２６８Ａを含む。溝２６８Ａは、例えばバッテリ収容部６２
の一方の側面部６４Ａから他方の側面部６４Ａにわたって第２の方向Ｙに延びる。一対の
支持部２４０Ｃは、軸２４０Ｂの両端部のそれぞれを固定して支持してもよく、軸２４０
Ｂの軸心まわりに回転可能に支持してもよい。溝２６８Ａの内周面２６８Ｂは、例えば曲
面を含み、好ましくは第２の方向Ｙに垂直な方向の断面が略Ｕ字状になるように形成され
ている。第１の係合部２６８の溝２６８Ａは、第１の方向Ｘの他方Ｘ２側に開口するよう
に形成されている。溝２６８Ａの、第１の方向Ｘの深さは、軸２４０Ｂの直径よりも大き
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くなるように形成されている。これによって、第２の係合部２４０を第１の係合部２６８
に係合させた状態で、バッテリユニット２２が第１の方向Ｘに移動したときに、第２の係
合部２４０を第１の係合部２６８から外れにくくすることができる。第１の係合部２６８
は、取り付け構造２０に含まれる要素の１つとして構成されてもよい。
【０１１１】
　（第７の実施形態）
　第７の実施形態の取り付け構造２０は、以下に説明する点において第１の実施形態の取
り付け構造２０と相違し、その他の点において第１の実施形態の取り付け構造２０と実質
的に同じ構成を備える。第７の実施形態の取り付け構造２０の説明は、第１の実施形態の
取り付け構造２０と共通する構成に同一の符号を付し、共通する構成の説明の一部または
全部を省略する。
【０１１２】
　図２２に示されるように、バッテリ取付部６０は、複数の貫通孔７０（図７参照）に加
えて複数の貫通孔１７０をさらに含む。貫通孔１７０の構成は、貫通孔７０の構成と実質
的に同じである。複数の貫通孔１７０は、第１の方向Ｘにおいて、貫通孔７０よりもバッ
テリ収容部６２の端面６４Ｂ側に設けられる。複数の貫通孔１７０は、第２の方向Ｙにお
いて、複数の貫通孔７０と実質的に同じ位置に設けられる。
【０１１３】
　図２３に示されるように、バッテリユニット２２とは実質的にハウジング２４の第１の
寸法ＳＸのみが異なり、第１の寸法ＳＸがバッテリユニット２２の第１の方向Ｘの寸法よ
りも短いバッテリユニット１２２がバッテリ取付部６０に配置され、連結部材８０のボル
ト８２が貫通孔１７０を介して固定部のねじ部（図示略）に連結される。図２３に示され
る取り付け構造２０は、カバー９０（図３参照）を省略した状態を示す。図示される例で
は、取り付け構造２０はバッテリユニット１２２を含む。バッテリ取付部６０は、貫通孔
７０および貫通孔１７０に加えて、貫通孔７０および貫通孔１７０とは第１の方向Ｘの位
置が相違する少なくとも１つの貫通孔を含んでもよい。第２の開口６６Ｅは、バッテリユ
ニット２２およびバッテリユニット１２２のいずれがバッテリ取付部６０に取り付けられ
た場合でも、第２の電気コネクタ４４Ｂ、表示部４６、および、スイッチ４８が露出する
ように形成されることが好ましい（図２２参照）。各バッテリユニット２２、１２２の固
定部５０は、第１の固定部５２および第２の固定部５４の少なくとも一方を省略して構成
されてもよい。この場合、省略された第１の固定部５２および第２の固定部５４に対応す
る貫通孔７０も省略されることが好ましい。
【０１１４】
　（第８の実施形態）
　第８の実施形態の取り付け構造２０は、以下に説明する点において第１の実施形態の取
り付け構造２０と相違し、その他の点において第１の実施形態の取り付け構造２０と実質
的に同じ構成を備える。第８の実施形態の取り付け構造２０の説明は、第１の実施形態の
取り付け構造２０と共通する構成に同一の符号を付し、共通する構成の説明の一部または
全部を省略する。
【０１１５】
　図２４に示されるように、バッテリ収容部６２は、第１の開口６４Ｃが、自転車１０（
図１参照）が平地に置かれた状態で側方に開口するように構成される。図２４に示される
バッテリ収容部６２は、図３に示されるバッテリ収容部６２のうち一方の側面部６４Ａと
、第１の開口６４Ｃとの位置を入れ替えた構成と実質的に同じである。第２の係合部４０
は、第１の実施形態における第２の係合部４０と同様の形状を有するが、第１の溝４０Ａ
が延びる方向が異なる。第１の溝４０Ａは、第３の方向Ｚに延びる。第１の係合部６８の
軸６８Ａは、第３の方向Ｚに延びる。第８の実施形態のバッテリユニット２２では、ハウ
ジング２４の第１の側面部３２Ａに設けられる第２の固定部５４（図３参照）が省略され
る。また、バッテリユニット２２は、第２の側面部３２Ｂに設けられる第２の固定部５４
が省略されてもよく、一対の第１の固定部５２が省略されてもよい。
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【０１１６】
　（第９の実施形態）
　第９の実施形態の取り付け構造２０は、以下に説明する点において第１の実施形態の取
り付け構造２０と相違し、その他の点において第１の実施形態の取り付け構造２０と実質
的に同じ構成を備える。第９の実施形態の取り付け構造２０の説明は、第１の実施形態の
取り付け構造２０と共通する構成に同一の符号を付し、共通する構成の説明の一部または
全部を省略する。
【０１１７】
　図２５に示されるように、バッテリ収容部６２は、一対の側面部６４Ａ（図３参照）の
少なくとも一部が省略されて構成されてもよい。第１の係合部６８は、軸６８Ａおよび一
対の支持部６８Ｄを含む。一対の支持部６８Ｄは、軸６８Ａの端部のそれぞれを支持可能
である。一対の支持部６８Ｄは、例えばバッテリ収容部６２の主面部６６から突出してい
る。一対の支持孔７２は、一対の支持部６８Ｄにおいて、互いに対向する部分に設けられ
る。一対の支持部６８Ｄは、バッテリ収容部６２のうち第１の方向Ｘの一方側の面から第
１の方向Ｘの他方に突出するように形成されてもよい。第９の実施形態のバッテリユニッ
ト２２では、第２の固定部５４（図３参照）が省略される。
【０１１８】
　（第１０の実施形態）
　第１０の実施形態の取り付け構造２０は、以下に説明する点において第１の実施形態の
取り付け構造２０と相違し、その他の点において第１の実施形態の取り付け構造２０と実
質的に同じ構成を備える。第１０の実施形態の取り付け構造２０の説明は、第１の実施形
態の取り付け構造２０と共通する構成に同一の符号を付し、共通する構成の説明の一部ま
たは全部を省略する。
【０１１９】
　図２６は、取り付け構造２０の第１の方向Ｘに沿う断面図である。表示部４６およびス
イッチ４８は、ハウジング２４の第３の側面部３２Ｃに設けられる。第２の電気コネクタ
４４Ｂは、第２の端面３６Ｂに隣接するハウジング２４の第３の側面部３２Ｃに設けられ
る。カバー９０は、第３の開口９８を含む。第３の開口９８は、カバー本体９２に設けら
れる。バッテリユニット２２がバッテリ取付部６０に取り付けられ、カバー９０がバッテ
リユニット２２に取り付けられた状態において、第２の電気コネクタ４４Ｂ、表示部４６
、および、スイッチ４８が第３の開口９８から露出する。第１０の実施形態のバッテリ取
付部６０は、第２の開口６６Ｅ（図７参照）を省略して構成されてもよい。
【０１２０】
　（第１１の実施形態）
　第１１の実施形態の取り付け構造２０は、以下に説明する点において第１の実施形態の
取り付け構造２０と相違し、その他の点において第１の実施形態の取り付け構造２０と実
質的に同じ構成を備える。第１１の実施形態の取り付け構造２０の説明は、第１の実施形
態の取り付け構造２０と共通する構成に同一の符号を付し、共通する構成の説明の一部ま
たは全部を省略する。
【０１２１】
　図２７に示されるように、バッテリユニット２２の固定部５０は、一対の第１の固定部
５２（図３参照）が省略して構成されてもよい。図２７に示される取り付け構造２０は、
カバー９０（図３参照）を省略した状態を示す。図２８は、バッテリユニット２２（図２
７参照）がバッテリ取付部６０に取り付けられた状態を示す。バッテリユニット２２がバ
ッテリ取付部６０に取り付けられた状態では、取り付け構造２０の外観に露出する連結部
材８０の数が少ないため、取り付け構造２０の美観が高められる。バッテリユニット２２
の固定部５０は、一対の第１の固定部５２に代えて一対の第２の固定部５４を省略して構
成されてもよい。
【０１２２】
　（第１２の実施形態）
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　第１２の実施形態の取り付け構造２０は、以下に説明する点において第１の実施形態の
取り付け構造２０と相違し、その他の点において第１の実施形態の取り付け構造２０と実
質的に同じ構成を備える。第１２の実施形態の取り付け構造２０の説明は、第１の実施形
態の取り付け構造２０と共通する構成に同一の符号を付し、共通する構成の説明の一部ま
たは全部を省略する。
【０１２３】
　図２９に示されるように、バッテリユニット２２は一対の固定部５０を含む。第１２の
実施形態の取り付け構造２０は、第１の実施形態の第１の係合部６８および第２の係合部
４０（図３参照）を省略している。図２９に示される取り付け構造２０は、カバー９０（
図３参照）を省略した状態を示す。
【０１２４】
　一対の固定部５０は、ハウジング２４の側面部３２にそれぞれ設けられる。一方の固定
部５０は、例えば連結部材８０を固定可能であり、ハウジング２４の第１の部分２６に着
脱不能に設けられる。他方の固定部５０は、例えば連結部材８０を固定可能であり、ハウ
ジング２４の第２の部分２８に着脱不能に設けられる。一例では、一対の固定部５０は、
第１の方向Ｘにおいて互いに間隔を開けて設けられる。一方の固定部５０は、第１の方向
Ｘにおいてハウジング２４の第１の端部３５Ａに設けられ、他方の固定部５０は、第１の
方向Ｘにおいてハウジング２４の第２の端部３５Ｂに設けられることが好ましい。各固定
部５０は、一対の第１の固定部５２および一対の第２の固定部５４を含む。バッテリ取付
部６０の複数の貫通孔７０は、バッテリユニット２２がバッテリ収容部６２の収容空間６
２Ａに収容された状態において、バッテリ収容部６２のうちの各固定部５０と対応する位
置にそれぞれ設けられる。各固定部５０は、第１の固定部５２および第２の固定部５４の
少なくとも一方を省略して構成されてもよい。この場合、省略された第１の固定部５２お
よび第２の固定部５４に対応する貫通孔７０も省略されることが好ましい。
【０１２５】
　（第１３の実施形態）
　第１３の実施形態の取り付け構造２０は、以下に説明する点において第１の実施形態の
取り付け構造２０と相違し、その他の点において第１の実施形態の取り付け構造２０と実
質的に同じ構成を備える。第１３の実施形態の取り付け構造２０の説明は、第１の実施形
態の取り付け構造２０と共通する構成に同一の符号を付し、共通する構成の説明の一部ま
たは全部を省略する。
【０１２６】
　図３０に示されるように、取り付け構造２０は、固定部５０および連結部材８０（図３
参照）に代えて固定部３５０および連結部材３８０を含む。図３０に示される取り付け構
造２０は、カバー９０（図３参照）を省略した状態を示す。固定部３５０は、固定部５０
と実質的に同じ構造を有するが、固定部５０とはハウジング２４における位置が異なる。
固定部３５０は、第２の方向Ｙにおいてハウジング２４の中央部に設けられる。
【０１２７】
　バッテリ取付部６０の貫通孔７０は、バッテリユニット２２がバッテリ収容部６２の収
容空間６２Ａに収容された状態において、バッテリ収容部６２のうちの固定部３５０と対
応する位置にそれぞれ設けられる。連結部材３８０が貫通孔７０を介して固定部３５０の
ねじ部５２Ｅ（図６参照）に挿入されることによって、バッテリユニット２２がバッテリ
取付部６０に取り付けられる。
【０１２８】
　連結部材３８０は、バッテリ取付部６０とバッテリユニット２２のハウジング２４とを
連結可能である。連結部材３８０は、バッテリユニット２２に含まれる要素の１つとして
構成されてもよい。連結部材３８０の数の一例は、１つである。連結部材３８０の数は、
少なくとも１つ以上の範囲において任意に変更可能である。
【０１２９】
　図３１に示されるように、連結部材３８０は、シャフト部３８２Ａ、支持部３８２Ｃ、
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および、操作レバー３８２Ｄを含む。シャフト部３８２Ａは、支持部３８２Ｃから突出す
るように支持部３８２Ｃに設けられる。シャフト部３８２Ａには、ねじ部３８２Ｂが設け
られる。ねじ部３８２Ｂは、シャフト部３８２Ａの先端部のみに設けられてもよく、シャ
フト部３８２Ａのうち支持部３８２Ｃから突出する部分の全体に設けられてもよい。ねじ
部３８２Ｂは、固定部３５０（図３０参照）のねじ部５２Ｅ（図６参照）と連結可能であ
る。シャフト部３８２Ａは、ねじ部３８２Ｂの軸線まわりに支持部３８２Ｃに対して回転
不能に、支持部３８２Ｃに設けられる。したがって、支持部３８２Ｃをねじ部３８２Ｂの
軸線まわりに回転させることによって、ねじ部３８２Ｂを固定部３５０のねじ部５２Ｅに
連結することができる。
【０１３０】
　支持部３８２Ｃは、カム機構（図示略）を含む。操作レバー３８２Ｄは、バッテリ取付
部６０（図３０参照）とバッテリユニット２２のハウジング２４（図３０参照）とを連結
する力を調節可能であり、ハウジング２４をバッテリ取付部６０に固定可能である。操作
レバー３８２Ｄは、カム機構と接続されるように支持部３８２Ｃに設けられる。一例では
、操作レバー３８２Ｄは、ねじ部３８２Ｂの軸線に垂直な軸線まわりに、支持部３８２Ｃ
に対して回転可能に支持部３８２Ｃに設けられる。操作レバー３８２Ｄが支持部３８２Ｃ
に対して回転することによって、シャフト部３８２Ａのうち支持部３８２Ｃから突出する
部分の長さがカム機構により変更され、バッテリ取付部６０とハウジング２４とを連結す
る力が調節される。
【０１３１】
　操作レバー３８２Ｄは、第１の位置および第２の位置との間で移動可能に構成されてい
る。操作レバー３８２Ｄが第１の位置にある状態では、シャフト部３８２Ａのうち支持部
３８２Ｃから突出する部分の長さが最も長くなる。図３１の二点鎖線は、操作レバー３８
２Ｄが第１の位置にある状態を示す。操作レバー３８２Ｄが第２の位置にある状態は、シ
ャフト部３８２Ａのうち支持部３８２Ｃから突出する部分の長さが最も短くなる。一例で
は、操作レバー３８２Ｄは、第１の位置から支持部３８２Ｃに対して概ね１８０°回転す
ることにより第２の位置に到達する。図３２に示されるように、ねじ部３８２Ｂを固定部
３５０のねじ部５２Ｅ（図６参照）に連結した状態で、操作レバー３８２Ｄを第１の位置
から第２の位置に移動させることによって、バッテリユニット２２のハウジング２４がバ
ッテリ取付部６０側に引き寄せられ、バッテリユニット２２がバッテリ取付部６０に固定
される。これによって、バッテリユニット２２がバッテリ取付部６０に取り付けられる過
程において工具等を用いる必要がなく、バッテリユニット２２をバッテリ取付部６０に容
易に取り付けることができる。連結部材３８０は、固定部３５０と連結部材３８０の一部
との間でバッテリ取付部６０を挟み込むことによって、ハウジング２４をバッテリ取付部
６０に固定する。連結部材３８０の一部は、支持部３８２Ｃを含む。シャフト部３８２Ａ
の長さは、例えばバッテリ取付部６０の貫通孔７０（図３０参照）の外表面から固定部３
５０のねじ部５２Ｅまでの距離に応じて決められる。
【０１３２】
　（第１４の実施形態）
　第１４の実施形態の取り付け構造２０は、以下に説明する点において第１の実施形態の
取り付け構造２０と相違し、その他の点において第１の実施形態の取り付け構造２０と実
質的に同じ構成を備える。第１４の実施形態の取り付け構造２０の説明は、第１の実施形
態の取り付け構造２０と共通する構成に同一の符号を付し、共通する構成の説明の一部ま
たは全部を省略する。
【０１３３】
　図３３に示されるように、取り付け構造２０は、固定部５０および連結部材８０（図３
参照）に代えてねじ７０Ａおよび連結部材３８０を含む。図３３に示される取り付け構造
２０は、カバー９０（図３参照）を省略した状態を示す。連結部材３８０は、シャフト部
３８２Ａの長さは異なるが、第１３の実施形態の連結部材３８０と実質的に同じ構成を有
する。連結部材３８０の数の一例は、１つである。連結部材３８０の数は、少なくとも１
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つ以上の範囲において任意に変更可能である。
【０１３４】
　バッテリユニット２２は、貫通孔２４Ｃをさらに含む。貫通孔２４Ｃは、連結部材３８
０を挿通可能な孔である。一例では、貫通孔２４Ｃは、連結部材３８０のシャフト部３８
２Ａを挿通可能である。貫通孔２４Ｃは、例えばハウジング２４の第２の部分２８を第２
の方向Ｙにおいて貫通するように第２の部分２８に設けられる。貫通孔２４Ｃは、ハウジ
ング２４の第２の端部３５Ｂに設けられることが好ましい。バッテリ取付部６０の複数の
貫通孔７０は、バッテリユニット２２がバッテリ収容部６２の収容空間６２Ａに収容され
た状態において、バッテリ収容部６２のうちの貫通孔２４Ｃと対応する位置にそれぞれ設
けられる。一例では、複数の貫通孔７０は、ハウジング２４の側面部６４Ａにおいて互い
に対向する部分に設けられる。対向する貫通孔７０のうち、一方の貫通孔７０を定義する
側面部６４Ａの内周面には、シャフト部３８２Ａのねじ部３８２Ｂと連結可能なねじ７０
Ａが形成されている。
【０１３５】
　図３４に示されるように、対向する貫通孔７０のうち、他方の貫通孔７０（図３３参照
）から連結部材３８０が挿入され、ハウジング２４の貫通孔２４Ｃ（図３３参照）を介し
てシャフト部３８２Ａのねじ部３８２Ｂが貫通孔７０のねじ７０Ａに連結される。連結部
材３８０がねじ７０Ａに連結された状態において、バッテリユニット２２が連結部材３８
０によって支持される。操作レバー３８２Ｄが第１の位置に配置されている状態で、シャ
フト部３８２Ａのねじ部３８２Ｂがねじ７０Ａと連結される。図３４の二点鎖線は、操作
レバー３８２Ｄが第１の位置にある状態を示す。
【０１３６】
　次に、操作レバー３８２Ｄが第１の位置から第２の位置に移動するように操作レバー３
８２Ｄが操作されることにより、連結部材３８０がバッテリ取付部６０に強固に固定され
、バッテリユニット２２が連結部材３８０により支持された状態が維持される。ねじ７０
Ａを含む一方の貫通孔７０は、収容空間６２Ａに繋がるブラインド孔によって構成されて
もよい。
【０１３７】
　（第１５の実施形態）
　第１５の実施形態の取り付け構造２０は、以下に説明する点において第１４の実施形態
の取り付け構造２０と相違し、その他の点において第１４の実施形態の取り付け構造２０
と実質的に同じ構成を備える。第１５の実施形態の取り付け構造２０の説明は、第１４の
実施形態の取り付け構造２０と共通する構成に同一の符号を付し、共通する構成の説明の
一部または全部を省略する。
【０１３８】
　図３５に示されるように、取り付け構造２０は、連結部材３８０に連結可能な第２の連
結部材３８４をさらに含む。図３５に示される取り付け構造２０は、カバー９０（図３参
照）を省略した状態を示す。連結部材３８０は、シャフト部３８２Ａの長さは異なるが、
第１４の実施形態の連結部材３８０と実質的に同じ構成を有する。第１５の実施形態では
、一方の貫通孔７０には、ねじ７０Ａが形成されない。
【０１３９】
　シャフト部３８２Ａが、他方の貫通孔７０から挿入され、貫通孔２４Ｃおよび一方の貫
通孔７０に挿入された状態で、ねじ部３８２Ｂの少なくとも一部が一方の貫通孔７０から
バッテリ収容部６２の外方に突出する。ねじ部３８２Ｂのうち貫通孔７０から突出してい
る部分に第２の連結部材３８４が連結される。第２の連結部材３８４は、ナットを含む。
第２の連結部材３８４は、ハウジング２４とは別体であり、連結部材３８０を固定した状
態においてハウジング２４に支持される固定部を構成する。第２の連結部材３８４をバッ
テリ収容部６２の収容空間６２Ａに配置し、シャフト部３８２Ａが他方の貫通孔７０およ
び貫通孔２４Ｃに挿入され、ねじ部３８２Ｂのうち貫通孔２４Ｃから突出している部分に
第２の連結部材３８４を連結してもよい。
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【０１４０】
　（第１６の実施形態）
　第１６の実施形態の取り付け構造２０は、以下に説明する点において第１の実施形態の
取り付け構造２０と相違し、その他の点において第１の実施形態の取り付け構造２０と実
質的に同じ構成を備える。第１６の実施形態の取り付け構造２０の説明は、第１の実施形
態の取り付け構造２０と共通する構成に同一の符号を付し、共通する構成の説明の一部ま
たは全部を省略する。
【０１４１】
　図３６に示されるように、取り付け構造２０は、固定部５０および連結部材８０（図３
参照）に代えて複数の固定部３５０（図３０参照）および複数の連結部材３８０を含む。
各固定部３５０および各連結部材３８０は、第１３の実施形態の固定部３５０および連結
部材３８０と実質的に同じ構成を有する。第１６の実施形態の取り付け構造２０では、第
１の実施形態の第１の係合部６８および第２の係合部４０（図３参照）が省略される。
【０１４２】
　各固定部３５０は、連結部材３８０を固定可能であり、ハウジング２４の第１の部分２
６（図３０参照）に着脱不能に設けられる。他方の固定部３５０は、連結部材３８０を固
定可能であり、ハウジング２４の第２の部分２８（図３０参照）に着脱不能に設けられる
。一例では、複数の固定部３５０は、第１の方向Ｘにおいて互いに間隔を開けて設けられ
る。好ましくは、固定部３５０は、２つ設けられ、一方の固定部３５０はハウジング２４
の第１の端部３５Ａに設けられ、他方の固定部３５０はハウジング２４の第２の端部３５
Ｂに設けられる。バッテリ取付部６０の複数の貫通孔７０は、バッテリユニット２２（図
３０参照）がバッテリ収容部６２の収容空間６２Ａ（図３参照）に収容された状態におい
て、バッテリ収容部６２のうちの各固定部３５０と対応する位置にそれぞれ設けられる。
【０１４３】
　（第１７の実施形態）
　第１７の実施形態の取り付け構造２０は、以下に説明する点において第１の実施形態の
取り付け構造２０と相違し、その他の点において第１の実施形態の取り付け構造２０と実
質的に同じ構成を備える。第１７の実施形態の取り付け構造２０の説明は、第１の実施形
態の取り付け構造２０と共通する構成に同一の符号を付し、共通する構成の説明の一部ま
たは全部を省略する。
【０１４４】
　図３７に示されるように、取り付け構造２０は、ロック機構５００をさらに含む。第１
７の実施形態の取り付け構造２０では、第１の実施形態の第１の電気コネクタ４４Ａ（図
５参照）が省略される。ロック機構５００は、例えばバッテリユニット２２がバッテリ収
容部６２の収容空間６２Ａに収容された状態において、バッテリユニット２２の第２の端
部３５Ｂを支持できるようにバッテリ収容部６２に設けられる。ロック機構５００は、基
部５０２、保持部５０４、および、キーシリンダ５０６を含む。
【０１４５】
　基部５０２は、バッテリ収容部６２の収容空間６２Ａに配置される。基部５０２は、バ
ッテリ収容部６２に着脱不能に固定されることが好ましい。基部５０２は、バッテリ収容
部６２の主面部６６および側面部６４Ａの少なくともいずれかに、ボルト、リベット、溶
接、または、接着等によって固定される。保持部５０４は、基部５０２に設けられる。一
例では、保持部５０４は、バッテリユニットが収容空間６２Ａに収容された状態において
、基部５０２のうちバッテリユニット２２の第２の端面３６Ｂに対向する第１部分５０２
Ａに設けられる。
【０１４６】
　保持部５０４は、第１の位置および第２の位置に変位可能である。バッテリユニット２
２には、保持部５０４に接触可能な被保持部５１０（図３８参照）が設けられる。被保持
部５１０は、ハウジングの第２の端部３５Ｂに設けられ、バッテリユニット２２が収容空
間６２Ａに収容された状態で、基部５０２の第１部分５０２Ａに対向する。バッテリユニ
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ット２２が収容空間６２Ａに収容された状態で、保持部５０４を第１の位置に配置すると
、保持部５０４が被保持部５１０に接触することによって、バッテリユニット２２の第３
の方向Ｚの少なくとも一方Ｚ１への移動が規制され、バッテリユニット２２が収容空間６
２Ａ内で保持される。バッテリユニット２２が収容空間６２Ａに収容された状態で、保持
部５０４を第２の位置に配置すると、保持部５０４が被保持部５１０から離間する。保持
部５０４を第２の位置に配置した状態では、バッテリユニット２２をバッテリ収容部６２
から取り出すときに、保持部５０４がバッテリユニット２２の移動を規制しない。
【０１４７】
　保持部５０４は、第１の位置に配置されている状態において、例えば第１部分５０２Ａ
から突出するように構成される。図３７の二点鎖線は、保持部５０４が第１の位置に配置
されている状態を示す。保持部５０４は、第２の位置に配置されている状態において、第
１部分５０２Ａから突出しないよう構成されることが好ましい。保持部５０４は、第２の
位置に配置されている状態において、被保持部５１０と接触しない程度に第１部分５０２
Ａから突出してもよい。被保持部５１０は、例えば第１の方向Ｘの一方Ｘ１に凹む凹部５
１２を含む（図３８参照）。保持部５０４が第１の位置に配置されている状態において、
保持部５０４が凹部５１２に嵌め込まれることによって、バッテリユニット２２の第３の
方向Ｚへの移動が規制され、バッテリ収容部６２に対するバッテリユニット２２の位置が
保持部５０４により保持される。
【０１４８】
　キーシリンダ５０６は、基部５０２に設けられる。キーシリンダ５０６は、キー（図示
略）を挿入可能な挿入孔を含む。キーシリンダ５０６は、保持部５０４に連結されている
。キーをキーシリンダ５０６の挿入孔に挿入させた状態で、キーを操作することによって
、保持部５０４を第１の位置および第２の位置に移動させることができる。一例では、キ
ーシリンダ５０６の挿入孔に挿入したキーを一方向に回転させることにより、保持部５０
４が第１の位置から第２の位置に変位し、キーを他方向に回転させることにより、保持部
５０４が第２の位置から第１の位置に変位する。
【０１４９】
　図３８に示されるように、バッテリユニット２２がバッテリ収容部６２の収容空間６２
Ａに収容された状態において、例えば連結部材８０によってバッテリユニット２２をバッ
テリ収容部６２に固定した後、キーを操作することによって保持部５０４を第２の位置か
ら第１の位置に変位させる。これによって、連結部材８０を取り外しても、キーがない状
態においては、バッテリユニット２２の取り外しが困難となる。連結部材８０によってバ
ッテリユニット２２をバッテリ収容部６２に固定している状態において、第１の位置に配
置されている保持部５０４は、被保持部５１０に接触していてもよく、被保持部５１０に
接触していなくてもよい。第１の位置に配置されている保持部５０４は、バッテリ収容部
６２に配置されているバッテリユニット２２を、バッテリ収容部６２から取り外そうと第
３の方向Ｚの一方Ｚ１に移動させたときに、被保持部５１０に接触すればよい。バッテリ
ユニット２２がバッテリ収容部６２の収容空間６２Ａに収容された状態において、例えば
連結部材８０によってバッテリユニット２２をバッテリ収容部６２に固定する前に、キー
を操作することによって保持部５０４を第２の位置から第１の位置に変位させてもよい。
【０１５０】
　（第１８の実施形態）
　第１８の実施形態の取り付け構造２０は、以下に説明する点において第１の実施形態の
取り付け構造２０と相違し、その他の点において第１の実施形態の取り付け構造２０と実
質的に同じ構成を備える。第１８の実施形態の取り付け構造２０の説明は、第１の実施形
態の取り付け構造２０と共通する構成に同一の符号を付し、共通する構成の説明の一部ま
たは全部を省略する。
【０１５１】
　図３９に示されるように、固定部５０は、第１の固定部５２が省略されて構成される。
バッテリユニット２２は、一対の第２の固定部５４のうち、ハウジング２４の第１の側面
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部３２Ａおよび第２の側面部３２Ｂの一方に設けられる第２の固定部５４に代えて第２の
固定部５５４を含む。第２の固定部５５４は、挿入孔５５４Ｂが形成されている第２の固
定部本体５５４Ａおよびねじ部５５６を含む。ねじ部５５６は、連結部材８０のボルト８
２（図３参照）と連結可能である。ねじ部５５６の材料は、好ましくは金属材料を含む。
【０１５２】
　第２の固定部本体５５４Ａは、ハウジング２４に一体成形されている。挿入孔５５４Ｂ
は、連結部材８０を挿入可能に第２の固定部本体５５４Ａに形成されている。第２の固定
部本体５５４Ａは、挿入孔５５４Ｂを定義する内周面５５４Ｃおよび底面５５４Ｄを含む
。挿入孔５５４Ｂは、底面５５４Ｄを貫通してハウジング２４の収容空間２４Ａと繋がる
ように形成されていてもよい。ねじ部５５６の一部は、挿入孔５５４Ｂに設けられる。ね
じ部５５６は、ねじ部５５６の軸線方向にハウジング２４に対して移動可能に設けられる
。ねじ部５５６は、ねじ部本体５５６Ａと、ねじ部本体５５６Ａの一端部からねじ部５５
６の軸線に対して径方向に突出するフランジ部５５６Ｂとをさらに含む。ねじ部本体５５
６Ａは、挿入孔５５４Ｂに圧入される。ねじ部本体５５６Ａの外周部には、凹凸が形成さ
れていることが好ましい。凹凸はローレット加工によって形成されていてもよい。フラン
ジ部５５６Ｂは、ハウジング２４の外部に配置される。フランジ部５５６Ｂは、環状に形
成されることが好ましい。ねじ部本体５５６Ａは、筒状に形成されている。ねじ部本体５
５６Ａの内周部には、ボルト８２と連結可能なねじが形成されている。ねじ部５５６は、
初期状態において、フランジ部５５６Ｂがハウジング２４の側面部３２に接触している。
【０１５３】
　バッテリユニット２２をバッテリ収容部６２の収容空間６２Ａに配置し、一方の側面部
６４Ａの貫通孔７０を挿通させて、連結部材８０を第２の固定部５４に固定した状態で、
他方の側面部６４Ａの貫通孔７０を挿通させて、連結部材８０をねじ部５５６に連結させ
ると、フランジ部５５６Ｂと他方の側面部６４Ａとの間に隙間があれば、フランジ部５５
６Ｂが他方の側面部６４Ａに接触するまでねじ部５５６が他方の側面部６４Ａに向かって
引き出される。これによって、バッテリユニット２２が連結部材８０によりバッテリ収容
部６２に固定される場合、第２の方向Ｙにおいて相互に離反する方向に与えられるハウジ
ング２４への負荷を低減することができる。バッテリユニット２２は、ハウジング２４の
第１の側面部３２Ａおよび第２の側面部３２Ｂの両方に設けられる第２の固定部５４に代
えて、第２の固定部５５４を含む構成としてもよい。
【０１５４】
　（第１９の実施形態）
　第１９の実施形態の取り付け構造２０は、以下に説明する点において第１の実施形態の
取り付け構造２０と相違し、その他の点において第１の実施形態の取り付け構造２０と実
質的に同じ構成を備える。第１９の実施形態の取り付け構造２０の説明は、第１の実施形
態の取り付け構造２０と共通する構成に同一の符号を付し、共通する構成の説明の一部ま
たは全部を省略する。
【０１５５】
　図４０に示されるように、固定部５０は、第１の固定部５２が省略されて構成される。
バッテリユニット２２は、一対の第２の固定部５４に代えて、第２の固定部６５４を含む
。第２の固定部６５４は、一対の挿入孔６５４Ｂが形成されている第２の固定部本体６５
４Ａおよびねじ部６５６を含む。ねじ部６５６は、連結部材８０のボルト８２と連結可能
である。ねじ部６５６の材料は、好ましくは金属材料を含む。
【０１５６】
　第２の固定部本体６５４Ａは、ハウジング２４に一体成形されている。挿入孔６５４Ｂ
は、連結部材８０を挿入可能に第２の固定部本体５４Ａに形成されている。第２の固定部
本体５４Ａは、挿入孔６５４Ｂを定義する内周面６５４Ｃを含む。挿入孔６５４Ｂは、ハ
ウジング２４の収容空間２４Ａと繋がるように形成されている。ねじ部６５６の軸線方向
の第１の端部６５６Ａは、一対の挿入孔６５４Ｂの一方に配置される。ねじ部６５６の軸
線方向の第２の端部６５６Ｂは、一対の挿入孔６５４Ｂの他方に配置される。第１の端部
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６５６Ａには、連結部材８０を連結可能なねじが形成されている。第２の端部６５６Ｂに
は、連結部材８０を連結可能なねじが形成されている。
【０１５７】
　ねじ部６５６は、筒状に形成されるが好ましいが、軸方向の両端部が筒状になっていれ
ば軸方向の中間部は閉鎖されていてもよい。ねじ部６５６の軸方向の外周面は、軸方向に
垂直な方向の断面が、円筒形に形成されていてもよく、多角形に形成されていてもよい。
ねじ部６５６は、第２の固定部本体６５４Ａに着脱不能に保持されることが好ましい。ね
じ部６５６は、ねじ部６５６の軸線まわりに回転不能に第２の固定部本体６５４Ａに保持
される。第２の固定部本体６５４Ａは、ねじ部６５６が挿入孔６５４Ｂから外側に突出し
ないように、第２の方向Ｙにおいて、ねじ部６５６の軸線方向の端部に接触可能に構成さ
れる。ねじ部６５６は、ねじ部６５６の軸線方向に移動不能に第２の固定部本体６５４Ａ
に保持されることが好ましい。
【０１５８】
　ねじ部６５６の第１の端部６５６Ａおよび第２の端部６５６Ｂにそれぞれ連結部材８０
を連結した場合、ねじ部６５６が第２の方向のＹの相互に離反する方向に引っ張られるた
め、第２の方向Ｙにおいて相互に離反する方向に与えられるハウジング２４への負荷を低
減することができる。
【０１５９】
　（第２０の実施形態）
　第２０の実施形態の取り付け構造２０は、以下に説明する点において第１９の実施形態
の取り付け構造２０と相違し、その他の点において第１９の実施形態の取り付け構造２０
と実質的に同じ構成を備える。第２０の実施形態の取り付け構造２０の説明は、第１９の
実施形態の取り付け構造２０と共通する構成に同一の符号を付し、共通する構成の説明の
一部または全部を省略する。
【０１６０】
　図４１に示されるように、ねじ部６５６の第１の端部６５６Ａおよび第２の端部６５６
Ｂの少なくとも一方には、ねじが形成されずに、第１８の実施形態のバッテリユニット２
２（図３９参照）のねじ部５５６が圧入されてもよい。図４１に示される例では、ねじ部
６５６の第２の端部６５６Ｂにねじ部５５６が圧入されている。一例では、ねじ部５５６
の内径は、ねじ部６５６の内径よりも小さい。
【０１６１】
　（第２１の実施形態）
　第２１の実施形態の取り付け構造２０は、以下に説明する点において第１の実施形態の
取り付け構造２０と相違し、その他の点において第１の実施形態の取り付け構造２０と実
質的に同じ構成を備える。第２１の実施形態の取り付け構造２０の説明は、第１の実施形
態の取り付け構造２０と共通する構成に同一の符号を付し、共通する構成の説明の一部ま
たは全部を省略する。
【０１６２】
　図４２に示されるように、第１の係合部６８は、軸６８Ａに加えて、軸６８Ａに設けら
れる突起６８Ｅを含む。突起６８Ｅは、軸６８Ａの外周面から突出する。突起６８Ｅは、
収容空間６２Ａに設けられる。突起６８Ｅは、軸６８Ａに対して第２の方向Ｙに移動不能
に設けられる。突起６８Ｅは、第２の方向Ｙにおいて軸６８Ａの中央部に設けられること
が好ましい。第２の係合部４０は、第１の係合部６８に係合した状態で、突起６８Ｅを収
容する第２の溝４０Ｃを含む。第２の溝４０Ｃは、第３の方向Ｚに延びる。第２の溝４０
Ｃは、例えば第１の溝４０Ａと繋がる。第２の方向Ｙにおける第２の溝４０Ｃの幅は、第
２の方向Ｙにおける突起６８Ｅの幅よりもわずかに大きい。第２の溝４０Ｃは、第２の方
向Ｙにおいて第２の係合部４０の中央部に設けられることが好ましい。このような構成で
は、バッテリユニット２２がバッテリ取付部６０に取り付けられた状態において、第２の
方向Ｙにおける第２の係合部４０の位置が第１の係合部６８に対してずれにくい。このた
め、第２の係合部４０の第２の方向Ｙの幅が、収容空間２４Ａの幅よりも狭い場合であっ
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ても、バッテリユニット２２をバッテリ取付部６０に適切に取り付けることができる。
【０１６３】
　（第２２の実施形態）
　第２２の実施形態の取り付け構造２０は、以下に説明する点において第１の実施形態の
取り付け構造２０と相違し、その他の点において第１の実施形態の取り付け構造２０と実
質的に同じ構成を備える。第２２の実施形態の取り付け構造２０の説明は、第１の実施形
態の取り付け構造２０と共通する構成に同一の符号を付し、共通する構成の説明の一部ま
たは全部を省略する。
【０１６４】
　図４３に示されるように、取り付け構造２０は、バッテリユニット２２およびバッテリ
取付部６０（図３参照）に代えて、バッテリユニット７００およびバッテリ取付部７４０
を含む。バッテリユニット７００の説明は、第１の実施形態のバッテリユニット２２と共
通する構成に同一の符号を付し、共通する構成の説明の一部または全部を省略する。バッ
テリユニット７００は、ハウジング２４、複数のバッテリセル３８（図２参照）、電気コ
ネクタ４４（図４４参照）、表示部４６（図４４参照）、および、スイッチ４８（図４４
参照）を含む。バッテリユニット７００は、ハウジング２４のうちの第１の方向Ｘの中央
から第１の方向Ｘの他方Ｘ２側の部分が第１の部分２６として構成され、ハウジング２４
のうちの第１の方向Ｘの中央から第１の方向Ｘの一方Ｘ１側の部分が第２の部分２８とし
て構成されている。ハウジング２４の第１の部分２６と第２の部分２８との関係は、任意
に変更可能である。
【０１６５】
　バッテリ取付部７４０の説明は、第１の実施形態のバッテリ取付部６０と共通する構成
に同一の符号を付し、共通する構成の説明の一部または全部を省略する。バッテリ取付部
７４０は、バッテリ収容部６２および貫通孔７０を含む。
【０１６６】
　取り付け構造２０は、バッテリホルダ７５０およびブラケット７７０をさらに含む。バ
ッテリホルダ７５０は、例えばバッテリ取付部７４０に設けられる。バッテリホルダ７５
０は、ホルダ７５２および支持部７６０を含む。ホルダ７５２は、バッテリユニット７０
０を保持可能である。ホルダ７５２は、バッテリ取付部７４０に対して変位可能にバッテ
リ収容部６２内に設けられる。支持部７６０は、ホルダ７５２がバッテリ取付部７４０に
対して変位可能にホルダ７５２を支持する。
【０１６７】
　支持部７６０は、第１の支持部７６０Ａおよび第２の支持部７６０Ｂを含む。第１の支
持部７６０Ａおよび第２の支持部７６０Ｂは、例えば収容空間６２Ａに配置される。第１
の支持部７６０Ａおよび第２の支持部７６０Ｂは、第２の方向Ｙに相互に離間して配置さ
れ、バッテリ収容部６２の各側面部６４Ａにそれぞれ固定される。一例では、第１の支持
部７６０Ａおよび第２の支持部７６０Ｂは、バッテリ収容部６２に、接着、溶接、または
、溶着によって固定される。第１の支持部７６０Ａおよび第２の支持部７６０Ｂは、ボル
トによってバッテリ収容部６２に固定されてもよい。第１の支持部７６０Ａおよび第２の
支持部７６０Ｂをバッテリ収容部６２にボルトによって固定する場合、バッテリ収容部６
２に、ボルトに対応する貫通孔またはねじ孔の一方が形成され、第１の支持部７６０Ａお
よび第２の支持部７６０Ｂに、ボルトに対応する貫通孔またはねじ孔の他方が形成される
。第１の支持部７６０Ａおよび第２の支持部７６０Ｂは、第２の方向Ｙにおいて、相互に
対向するように配置されている。第１の支持部７６０Ａおよび第２の支持部７６０Ｂには
、それぞれ第２の方向Ｙに延びる孔７６０Ｃが形成されている。孔７６０Ｃは、第１の支
持部７６０Ａおよび第２の支持部７６０Ｂの相互に対向する面に少なくとも開口する。孔
７６０Ｃは、第１の支持部７６０Ａおよび第２の支持部７６０Ｂを貫通するように形成さ
れていてもよい。第１の支持部７６０Ａおよび第２の支持部７６０Ｂの孔７６０Ｃは、第
２の方向Ｙにおいて対向するように形成されている。
【０１６８】
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　ホルダ７５２は、第１の方向Ｘに交差する方向に沿う軸線まわりに旋回可能に支持部７
６０に支持される。ホルダ７５２は、ホルダ本体７５４、第１の係合部７５６、軸７５８
、および、プラグＰを含む。第１の係合部７５６は、例えばホルダ７５２がバッテリユニ
ット７００を保持した状態において、バッテリユニット７００の第１の端面３６Ａと対向
するホルダ本体７５４の支持部７５４Ａに設けられる。第１の係合部７５６は、バッテリ
ユニット７００に設けられた第２の係合部７３０と係合可能である。第１の係合部７５６
は、突起７５６Ａを含む。軸７５８は、ホルダ本体７５４に設けられる。軸７５８は、ホ
ルダ本体７５４とは別部材で形成されていてもよく、ホルダ本体７５４と一体に成形され
ていてもよい。軸７５８は、例えば第２の方向Ｙにおいてホルダ本体７５４の両側面７５
４Ｂからそれぞれ突出している。軸７５８が、ホルダ本体７５４とは別部材で形成される
場合、軸７５８は第２の方向Ｙにおいてホルダ本体７５４を貫通するように、ホルダ本体
７５４に設けられる。軸７５８は、第１の支持部７６０Ａおよび第２の支持部７６０Ｂに
設けられたそれぞれの孔７６０Ｃに挿入されて、支持部７６０に回転可能に支持される。
ホルダ７５２は、軸７５８の軸線まわりに旋回可能に支持部７６０に支持される。軸７５
８は、ホルダ本体７５４に固定されていてもよく、軸７５８の軸線まわりに回転可能にホ
ルダ本体７５４に支持されていてもよい。軸７５８が、軸７５８の軸線まわりに回転可能
にホルダ本体７５４に支持されている場合、軸７５８は、支持部７６０に回転不能に支持
されてもよい。
【０１６９】
　ホルダ７５２は、バッテリユニット７００をバッテリ取付部６０の取り付け位置に保持
する第１の位置と、第１の位置から軸７５８の軸線まわりに所定角度回転した第２の位置
との間で、揺動可能となっている。所定角度は、１０度～９０度の範囲に選ばれ、好まし
くは１０度～６０度の範囲に選ばれる。図４６の仮想線は、第１の位置に配置されたホル
ダ７５２を示し、図４６の実線は、第２の位置に配置されたホルダ７５２を示す。ホルダ
本体７５４は、第１の位置から第２の位置に変位する場合、第３の方向Ｚの端部のうち、
バッテリ収容部６２の第１の開口６４Ｃ側の端部が、第１の方向Ｘの他方Ｘ２側に移動す
る。これによって、ホルダ本体７５４が第２の位置に変位した状態で、ホルダ７５２とバ
ッテリユニット７００との着脱が容易となる。
【０１７０】
　軸７５８が、軸７５８の軸線まわりに回転可能にホルダ本体７５４に支持されている場
合、支持部７６０を省略して、軸７５８を支持部として機能させてもよい。この場合、第
２の方向Ｙにおいてホルダ本体７５４を貫通する軸７５８の、第２の方向Ｙの両端部を各
側面部６４Ａに結合する。この場合、軸７５８の第２の方向Ｙの両端部は、接着、溶接、
または、溶着によって各側面部６４Ａに固定されてもよく、一方の端部にねじ部を形成し
、他方の端部に頭部を有するボルトによって軸７５８を構成して、各側面部６４Ａの一方
に貫通孔を形成し、他方にねじ孔を形成して、軸７５８をバッテリ収容部６２に固定して
もよい。
【０１７１】
　第１の方向Ｘにおいて、軸７５８は第１の係合部７５６の近傍に設けられる。これによ
って、ホルダ７５２にバッテリユニット７００をより安定して保持させることができる。
軸７５８および第１の係合部７５６は、第３の方向Ｚにおいてホルダ本体７５４の中央よ
りもバッテリ収容部６２の第１の開口６４Ｃから離れた位置に設けられることが好ましい
。軸７５８および第１の係合部７５６は、第３の方向Ｚにおいてホルダ本体７５４の中央
部、または、中央部からバッテリ収容部６２の第１の開口６４Ｃに近接する位置に設けら
れてもよい。
【０１７２】
　プラグＰは、ホルダ７５２がバッテリユニット７００を保持した状態で、バッテリユニ
ット７００の電気コネクタ４４と電気的に接続される。プラグＰは、例えばホルダ本体７
５４の支持部７５４Ａから突出するように設けられる。プラグＰは、第３の方向Ｚにおい
て、第１の係合部７５６よりもバッテリ収容部６２の第１の開口６４Ｃ側に設けられるこ
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とが好ましい。これによって、プラグＰを、バッテリユニット７００の電気コネクタ４４
に挿入させやすい。
【０１７３】
　ブラケット７７０は、バッテリ取付部７４０に設けられる。ブラケット７７０は、例え
ばバッテリ収容部６２の収容空間６２Ａに配置されて、バッテリ収容部６２の内周部に固
定される。ブラケット７７０は、第１の方向Ｘに交差する方向の両端部７７０Ａ、７７０
Ｂがそれぞれ、バッテリ収容部６２に固定される。ブラケット７７０の両端部７７０Ａ、
７７０Ｂは、バッテリ収容部６２の各側面部６４Ａに固定される。
【０１７４】
　バッテリユニット７００は、固定部５０（図５参照）に代えて固定部７１０を含む。固
定部７１０は、ハウジング２４の第２の部分２８において、第１の方向Ｘにおけるハウジ
ング２４の両端面３６Ａ、３６Ｂの間に設けられる。固定部７１０は、連結部材８０を固
定可能である。固定部７１０は、ハウジング２４とは別体に構成される。固定部７１０は
、ハウジング２４に支持されるようにハウジング２４の第２の部分２８に設けられる。一
例では、固定部７１０は、ハウジング２４の第２の端部３５Ｂに設けられる。固定部７１
０は、ハウジング２４に着脱不能に固定して設けられることが好ましい。固定部７１０は
、ハウジング２４の第２の部分２８に着脱可能に設けられてもよい。固定部７１０の少な
くとも一部が、ハウジング２４に一体成形されていてもよい。固定部７１０は、金属によ
って形成されることが好ましい。
【０１７５】
　バッテリユニット７００は、カバー取付部７２０をさらに含む。カバー取付部７２０は
、カバー７２２を取り付け可能に構成される。カバー取付部７２０は、例えばハウジング
２４の第３の側面部３２Ｃに設けられる。カバー取付部７２０は、複数のねじ孔７２０Ａ
を含む。複数のねじ孔７２０Ａは、バッテリユニット７００がバッテリ取付部７４０に取
り付けられた状態において、バッテリ収容部６２の第１の開口６４Ｃから露出する。複数
のねじ孔７２０Ａの数の一例は、３個である。ねじ孔７２０Ａの数およびその配置は、任
意に変更可能である。
【０１７６】
　取り付け構造２０は、カバー７２２をさらに含む。カバー７２２は、バッテリユニット
７００に着脱可能に構成される。カバー７２２は、カバー本体７２４および複数の貫通孔
７２６を含む。カバー本体７２４は、バッテリユニット７００がバッテリ取付部７４０に
取り付けられた状態において、バッテリ収容部６２の第１の開口６４Ｃを塞ぐことができ
るように構成されることが好ましい。カバー本体７２４の形状は、例えばバッテリユニッ
ト７００のうちのカバー本体７２４と対向する面が湾曲している場合、バッテリユニット
７００の形状に沿って湾曲した部分を含んでいてもよい。カバー本体７２４は、バッテリ
ユニット７００の一部のみをカバーするように構成されてもよい。
【０１７７】
　複数の貫通孔７２６は、ボルト７２８を挿通可能に形成される。複数の貫通孔７２６は
、カバー本体７２４に設けられる。複数の貫通孔７２６は、カバー本体７２４がバッテリ
ユニット７００に取り付けられた状態において、カバー本体７２４のうちの各ねじ孔７２
０Ａと対向する位置にそれぞれ設けられる。複数のボルト７２８が複数の貫通孔７２６を
介して各ねじ孔７２０Ａに挿入されることによって、カバー７２２がバッテリユニット７
００に取り付けられる。バッテリユニット７００がバッテリ収容部６２の収容空間６２Ａ
に収容された状態で、バッテリユニット７００はバッテリ収容部６２およびカバー７２２
によって外部から保護される。取り付け構造２０は、カバー７２２およびカバー取付部７
２０を省略して構成されてもよい。
【０１７８】
　図４４に示されるように、バッテリユニット７００は、第２の係合部７３０をさらに含
む。第２の係合部７３０は、ハウジング２４の第１の部分２６に設けられ、バッテリ取付
部７４０の第１の係合部７５６（図４３参照）に係合可能である。図示される例では、第
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２の係合部７３０は、ハウジング２４の第１の端部３５Ａに設けられる。第２の係合部７
３０は、例えばハウジング２４に一体成形されている。
【０１７９】
　第２の係合部７３０は、例えば第３の方向Ｚにおいて、ハウジング２４の中央から第４
の側面部３４側にオフセットして設けられる。第２の係合部７３０は、第３の方向Ｚにお
いて、ハウジング２４の中央部に設けられてもよく、ハウジング２４の中央から第３の側
面部３２Ｃ（図４３参照）側にオフセットして設けられてもよい。第２の係合部７３０は
、第２の方向Ｙに延びる第１の溝７３０Ａを含む。第１の溝７３０Ａは、ハウジング２４
の第１の端面３６Ａに対して凹んでいる。第１の溝７３０Ａは、例えば第１の側面部３２
Ａから第２の側面部３２Ｂにわたって第２の方向Ｙに延びる。第１の溝７３０Ａは、第１
の方向Ｘの他方Ｘ２側に開口するように形成されている。第１の溝７３０Ａは、例えば第
２の方向Ｙにおける両端部が開口している。第１の溝７３０Ａは、第２の係合部７３０を
第１の係合部７５６に係合させた状態において、第１の係合部７５６の突起７５６Ａとフ
ィットする形状に形成されている。
【０１８０】
　電気コネクタ４４は、第１の電気コネクタ４４Ａおよび第２の電気コネクタ４４Ｂを含
む。第１の電気コネクタ４４Ａは、ハウジング２４の第１の端部３５Ａに設けられる。第
１の電気コネクタ４４Ａは、ハウジング２４の第１の端面３６Ａから露出する。バッテリ
ユニット７００がホルダ７５２に保持されることにより、第２の係合部７３０が第１の係
合部７５６に係合されるとともに、第１の電気コネクタ４４ＡにプラグＰが接続される。
これにより、バッテリユニット７００から自転車１０（図１参照）の電動コンポーネント
に電力を供給可能な状態になる。第１の電気コネクタ４４Ａは、放電用の端子を含む。第
１の電気コネクタ４４Ａは、充電用の端子を含んでいてもよい。第２の電気コネクタ４４
Ｂは、ハウジングの第２の端部３５Ｂに設けられる。第２の電気コネクタ４４Ｂは、ハウ
ジング２４の第４の側面部３４のうち第２の端面３６Ｂに隣接する部分に設けられる。第
２の電気コネクタ４４Ｂは、充電用の端子を含む。第２の電気コネクタ４４Ｂは、放電用
の端子を含んでいてもよい。第２の電気コネクタ４４Ｂが充電器と接続されることによっ
て、第２の電気コネクタ４４Ｂを介してバッテリセル３８（図２参照）が充電される。
【０１８１】
　表示部４６およびスイッチ４８は、ハウジング２４に設けられる。図示される例では、
表示部４６およびスイッチ４８は、ハウジング２４の第１の側面部３２Ａにおいて第２の
端部３５Ｂ側の部分に設けられる。バッテリユニット７００がバッテリ取付部７４０に取
り付けられた状態において、表示部４６およびスイッチ４８がバッテリ収容部６２の第２
の開口６６Ｅから露出する（図４９参照）。表示部４６およびスイッチ４８は、ハウジン
グ２４の第１の側面部３２Ａにおいて第１の端部３５Ａ側の部分に設けられてもよく、ハ
ウジング２４の第２の側面部３２Ｂ、第３の側面部３２Ｃ、および、第４の側面部３４の
いずれかに設けられてもよい。
【０１８２】
　図４５は、第２の方向Ｙに沿う方向における取り付け構造２０の断面図である。
　ブラケット７７０は、第２の方向Ｙにおいて、バッテリ取付部７４０に対するバッテリ
ユニット７００の位置決めを行う。ブラケット７７０は、ボルト７８０、７８４によって
、バッテリ取付部７４０に固定されている。ブラケット７７０は、第３の係合部７７８を
含む。ブラケット７７０は、第１の部分７７２、第２の部分７７４、および、第３の部分
７７６を含む。第１の部分７７２は、ブラケット７７０の一方の端部７７０Ａに設けられ
、バッテリユニット７００の第２の側面部３２Ｂと対向するようにバッテリ収容部６２の
内壁に固定される。第３の部分７７６は、ブラケット７７０の他方の端部７７０Ｂに設け
られ、バッテリユニット７００の第１の側面部３２Ａと対向するようにバッテリ収容部６
２の内壁に固定される。第２の部分７７４は、バッテリユニット７００の第４の側面部３
４と対向するように設けられ、第１の部分７７２と第３の部分７７６とを連結する。ブラ
ケット７７０の第１の部分７７２および第２の部分７７４は、バッテリユニット７００が
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バッテリ取付部７４０に取り付けられた状態で、バッテリユニット７００に干渉しないよ
うに設けられる。
【０１８３】
　バッテリ取付部７４０は、一対の貫通孔７４２をさらに含む。一対の貫通孔７４２は、
バッテリ収容部６２の側面部６４Ａのそれぞれに設けられる。第１の部分７７２は、ねじ
孔７７２Ａを含む。ねじ孔７７２Ａは、一方の貫通孔７４２と連通している。第３の部分
７７６は、ねじ孔７７６Ａを含む。ねじ孔７７６Ａは、他方の貫通孔７４２と連通してい
る。一対のボルト７８０が貫通孔７４２を介して各ねじ孔７７２Ａ、７７６Ａに挿入され
ることによって、ブラケット７７０がバッテリ収容部６２に固定される。
【０１８４】
　取り付け構造２０は、キャップ７８２をさらに含むことが好ましい。キャップ７８２は
、バッテリユニット７００に着脱可能に設けられる。キャップ７８２は、バッテリユニッ
ト７００に取り付けた状態で、第２の電気コネクタ４４Ｂをカバーするように構成される
。第２の電気コネクタ４４Ｂが、メス型コネクタの場合には、キャップ７８２は、第２の
電気コネクタ４４Ｂに挿入可能に構成されてもよい。第２の電気コネクタ４４Ｂが、オス
型コネクタの場合には、キャップ７８２は、第２の電気コネクタ４４Ｂが挿入可能な凹部
を有していてもよい。第２の電気コネクタ４４Ｂがハウジングの凹所に設けられる場合に
は、キャップ７８２は、第２の電気コネクタ４４Ｂが設けられる凹所に挿入可能に構成さ
れてもよい。
【０１８５】
　ブラケット７７０の第２の部分７７４は、挿入孔７７４Ａを含む。挿入孔７７４Ａは、
バッテリ収容部６２に設けられた挿入孔７４４と連通している。挿入孔７７４Ａは、バッ
テリユニット７００がバッテリ取付部７４０に取り付けられた状態において、第２の電気
コネクタ４４Ｂと対向する位置に設けられる。ブラケット７７０の挿入孔７７４Ａは、バ
ッテリ収容部６２の挿入孔７４４よりも大きく形成されていてもよい。
【０１８６】
　キャップ７８２は、バッテリユニット７００がバッテリ取付部７４０に取り付けられた
状態で、各挿入孔７４４、７７４Ａを介してハウジング２４に取り付けられる。キャップ
７８２は、バッテリ取付部７４０の挿入孔７７４Ａよりも大きなフランジ部７８２Ａを有
する。フランジ部７８２Ａは、バッテリ取付部７４０の収容空間６２Ａとは反対側の面に
接触して、挿入孔７７４Ａを覆うように構成される。フランジ部７８２Ａを設けることで
、キャップ７８２を取り外し易くなる。フランジ部７８２Ａは、省略されてもよい。キャ
ップ７８２は、その全体が収容空間６２Ａに配置されるように構成されてもよい。キャッ
プ７８２がバッテリユニット７００に取り付けられることによって、第２の電気コネクタ
４４Ｂが、塵埃、水などから保護される。また、キャップ７８２が第２の電気コネクタ４
４Ｂから取り外された状態において、充電器が各挿入孔７４４、７７４Ａを介して第２の
電気コネクタ４４Ｂに接続されることにより、バッテリセル３８が充電される。取り付け
構造２０は、キャップ７８２を省略して構成されてもよい。
【０１８７】
　第３の係合部７７８は、固定部７１０に設けられた第４の係合部７１６と係合可能であ
る。第３の係合部７７８は、ブラケット７７０の他方の端部７７０Ａに設けられる。第３
の係合部７７８は、第３の部分７７６と繋がっている。第３の係合部７７８は、バッテリ
収容部６２の内壁のうち、バッテリユニット７００がバッテリ収容部６２の収容空間６２
Ａに収容された状態で、第３の係合部７７８に対応する部分に設けられる。一例では、第
３の係合部７７８は、第３の方向Ｚにおいて側面部６４Ａの中央部に設けられる。第３の
係合部７７８は、溝部７７８Ａを含む。第３の係合部７７８は、ねじ孔７７８Ｄをさらに
含む。溝部７７８Ａは、第４の係合部７１６が挿入されることによって、第４の係合部７
１６と係合可能に設けられる。
【０１８８】
　溝部７７８Ａの溝は、第１開口７７８Ｂと第２開口７７８Ｃとを含む。第１開口７７８
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Ｂは、第１の開口６４Ｃ側に開口する。第２開口７７８Ｃは、バッテリユニット７００が
バッテリ収容部６２の収容空間６２Ａに収容された状態で、バッテリユニット７００側に
開口する。第１開口７７８Ｂと第２開口７７８Ｃとは、繋がっている。溝部７７８Ａは、
第２の方向Ｙに並んで設けられる第１溝部分７７９Ａと、第２溝部分７７９Ｂとを含む。
第１溝部分７７９Ａは、第１開口７７８Ｂを含む。第１の方向Ｘにおいて、第１溝部分７
７９Ａの溝の幅は、第２溝部分７７９Ｂの溝の幅よりも大きい（図４３参照）。第１溝部
分７７９Ａと、第２溝部分７７９Ｂとの間には、テーパ部分８００が設けられる。テーパ
部分８００は、略環状に形成され、バッテリユニット７００側に向かうに連れて、直径が
小さくなる第１テーパ面８０２Ａを含む。第４の係合部７１６が第１開口７７８Ｂと第２
開口７７８Ｃを通って溝部７７８Ａの溝に挿入されることによって、第４の係合部７１６
が第３の係合部７７８と係合することができる。ねじ孔７７８Ｄは、溝部７７８Ａの溝と
繋がり、第３の係合部７７８のうちのバッテリ収容部６２の内壁部に接触する面に開口す
る。ねじ孔７７８Ｄは、バッテリ収容部６２に設けられた貫通孔７４６と連通している。
ボルト７８４が貫通孔７４６を介してねじ孔７７８Ｄに挿入されることによって、第３の
係合部７７８がバッテリ収容部６２内に固定される。図４５に示される例では、ボルト７
８４の一部がバッテリ取付部７４０から外部に飛び出ている。ボルト７８４および貫通孔
７４６は、ボルト７８４がバッテリ収容部６２の側面部６４Ａから外側に突出しないよう
に構成されてもよい。
【０１８９】
　溝部７７８Ａは、第１テーパ面８０２Ａの外周から第１溝部分７７９Ａ側に延びる係合
面８０４を含む。係合面８０４は、バッテリ取付部７４０の第１の開口６４Ｃ側から第３
の係合部７７８に接触可能に構成される。係合面８０４を設けることによって、第３の係
合部７７８と第４の係合部７１６とを係合させた場合に、第３の係合部７７８と第４の係
合部７１６との係合状態がより解除されにくくなる。
【０１９０】
　バッテリユニット７００は、貫通孔７０２をさらに含む。貫通孔７０２は、第２の方向
Ｙにおいて、ハウジング２４を貫通するように第２の端部３５Ｂに設けられる。固定部７
１０は、本体部７１２、ねじ部７１４、および、第４の係合部７１６を含む。本体部７１
２は、第２の方向Ｙに延び、バッテリユニット７００の貫通孔７０２を挿通している。本
体部７１２は、第３の方向Ｚにおいて、第２の方向Ｙにおけるバッテリユニット７００の
幅が最も広くなる部分に設けられる。ねじ部７１４は、第２の方向Ｙにおいて本体部７１
２の一方の端部７１２Ａに設けられる。本体部７１２の一方の端部７１２Ａは、ハウジン
グ２４からわずかに突出するように構成されることが好ましい。ねじ部７１４は、雌ねじ
を含む。ねじ部７１４は、連結部材８０のボルト８２と連結可能に構成される。ねじ部７
１４の材料は、好ましくは金属材料を含む。第４の係合部７１６は、ブラケット７７０の
第３の係合部７７８と係合可能である。第４の係合部７１６は、第２の方向Ｙにおいて本
体部７１２の他方の端部７１２Ｂに設けられる。
【０１９１】
　第４の係合部７１６は、突起部７１８を含む。突起部７１８は、ハウジング２４から突
出している。突起部７１８は、突起本体７１８Ａおよびフランジ部７１８Ｂを含む。突起
本体７１８Ａは、ハウジング２４の第１の側面部３２Ａから突出している。フランジ部７
１８Ｂは、突起本体７１８Ａの先端部から第２の方向Ｙに交差する方向に突出している。
第４の係合部７１６が第３の係合部７７８の溝部７７８Ａの溝に挿入された状態において
、溝部７７８Ａの第１溝部分７７９Ａの第１の方向Ｘの幅は、突起部７１８のフランジ部
７１８Ｂ以外の部分の第１の方向Ｘの幅よりも大きくなるように形成されている。第１の
方向Ｘにおける第１溝部分７７９Ａの溝の幅は、第１の方向Ｘにおける突起部７１８のフ
ランジ部７１８Ｂ以外の部分の幅よりも大きく、第１の方向Ｘにおける突起部７１８のフ
ランジ部７１８Ｂの部分の幅よりも大きい。第１の方向Ｘにおける第２溝部分７７９Ｂの
溝の幅は、第１の方向Ｘにおける突起部７１８のフランジ部７１８Ｂの部分の幅よりも大
きい。第４の係合部７１６が第３の係合部７７８の溝部７７８Ａの溝に挿入された状態に



(41) JP 6793072 B2 2020.12.2

10

20

30

40

50

おいて、フランジ部７１８Ｂは、溝部７７８Ａのテーパ部分８００に接触するように構成
される。フランジ部７１８Ｂのうち、溝部７７８Ａのテーパ部分８００に接触する部分に
は、テーパ部分８００の第１テーパ面８０２Ａに接触する第２テーパ面８０２Ｂが形成さ
れている。第２の方向Ｙにおける第２溝部分７７９Ｂの溝の幅は、第２の方向Ｙにおける
フランジ部７１８Ｂの幅よりも小さい。
【０１９２】
　バッテリユニット７００がバッテリ収容部６２の収容空間６２Ａに収容され、第４の係
合部７１６が第３の係合部７７８の溝部７７８Ａの溝に挿入された状態において、ボルト
８２のねじ部８２Ｂが貫通孔７０を介してねじ部７１４に挿入されることによって、バッ
テリユニット７００がボルト８２側に引き寄せられる。これによって、フランジ部７１８
Ｂがテーパ部分８００に押し付けられて、第４の係合部７１６が第３の係合部７７８に係
合する。テーパ部分８００は、省略することができる。この場合、フランジ部７１８Ｂは
、第２テーパ面８０２Ｂを省略し、第１溝部分７７９Ａと第２溝部分７７９Ｂとの間に形
成される段差面に面接触するように構成する。
【０１９３】
　図４６に示されるように、取り付け構造２０は、弾性部材７６２をさらに含む。弾性部
材７６２は、バッテリユニット７００とホルダ７５２との間に設けられる。弾性部材７６
２の材料は、好ましくはゴムを含む。弾性部材７６２は複数設けられることが好ましい。
弾性部材７６２は、ホルダ７５２の支持部７５４Ａにおいて、第１の係合部７５６および
電気コネクタ４４を除く部分に設けられる。弾性部材７６２は、第１の弾性部材７６２Ａ
、第２の弾性部材７６２Ｂ、および、第３の弾性部材７６２Ｃを含む。第１の弾性部材７
６２Ａは、例えばホルダ７５２の支持部７５４Ａにおいて、第１の係合部７５６よりも主
面部６６側に設けられる。第２の弾性部材７６２Ｂは、例えばホルダ７５２の支持部７５
４Ａにおいて、プラグＰよりも一方の側面部６４Ａ側に設けられる。第３の弾性部材７６
２Ｃは、例えばホルダ７５２の支持部７５４Ａにおいて、プラグＰよりも他方の側面部６
４Ａ側に設けられる。バッテリユニット７００がホルダ７５２に保持された状態において
、弾性部材７６２がバッテリユニット７００とホルダ７５２との間に挟み込まれる。取り
付け構造２０は、第１の弾性部材７６２Ａ、第２の弾性部材７６２Ｂ、および、第３の弾
性部材７６２Ｃのうちの少なくとも１つを省略して構成されてもよい。弾性部材７６２は
、第１の係合部７５６に設けられてもよい。
【０１９４】
　バッテリホルダ７５０は、付勢部（図示略）をさらに含むことが好ましい。付勢部は、
バッテリユニット７００がホルダ７５２に保持されていない状態において、ホルダ７５２
が第２の位置に配置されるようにホルダ７５２を付勢している。付勢部は、例えばホルダ
７５２とバッテリ収容部６２との間に設けられる。付勢部は、支持部７６０に設けられて
もよい。付勢部は、ねじりばね、コイルばね、板ばねなどを含む。バッテリユニット７０
０がホルダ７５２に保持され、バッテリユニット７００がバッテリ取付部７４０に取り付
けられることによって、ホルダ７５２が第２の位置から第１の位置に変位する。バッテリ
ユニット７００がバッテリ取付部７４０およびホルダ７５２から取り外されることによっ
て、ホルダ７５２が付勢部により第１の位置から第２の位置に変位する。
【０１９５】
　ホルダ７５２は、バッテリユニット７００を保持した状態において、第２の方向Ｙにお
けるバッテリユニット７００の移動を規制する規制部を含む構成としてもよい。一例では
、規制部は、ホルダ７５２の支持部７５４Ａにおいて、第２の方向ＹにおいてプラグＰの
一方側または両方側に設けられ、支持部７５４Ａから突出するように設けられる。
【０１９６】
　図４７～図４９を参照して、バッテリユニット７００のバッテリ取付部７４０への取付
手順について説明する。図４７および図４８は、第１の方向Ｘに沿う取り付け構造２０の
断面図である。
【０１９７】
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　バッテリユニット７００は、例えば次の手順を経てバッテリ取付部７４０に取り付けら
れる。図４７に示されるように、第１の手順では、ユーザが、バッテリユニット７００の
第２の係合部７３０をバッテリ取付部７４０の第１の係合部７５６に嵌めて、かつ、第１
の電気コネクタ４４Ａをホルダ７５２のプラグＰに接続して、バッテリユニット７００を
バッテリ取付部７４０に対して旋回させる。具体的には、ユーザが、バッテリユニット７
００をホルダ７５２に保持させた状態において、ホルダ７５２が第１の位置から第２の位
置に変位するように、ホルダ７５２の軸７５８を旋回支点としてバッテリユニット７００
を旋回させる。
【０１９８】
　第２の手順では、ユーザが、バッテリユニット７００がバッテリ収容部６２の収容空間
６２Ａに収容されるように、第４の係合部７１６の突起部７１８（図４５参照）を第３の
係合部７７８の溝部７７８Ａ（図４５参照）に挿入する。
【０１９９】
　図４８に示されるように、第３の手順では、ユーザが、バッテリユニット７００をバッ
テリ収容部６２の収容空間６２Ａに収容させた状態で、ボルト８２のねじ部８２Ｂ（図４
５参照）を貫通孔７０（図４５参照）に挿入させ、固定部７１０のねじ部７１４に連結さ
せる。ボルト８２を締めることによって、固定部７１０の第４の係合部７１６（図４５参
照）とブラケット７７０の第３の係合部７７８が係合する。ボルト８２と固定部７１０と
が連結された状態では、バッテリ収容部６２に対する第３の方向Ｚに沿う第２の係合部７
３０の位置が第１の係合部７５６によって保持される。第４の手順では、ユーザが、カバ
ー７２２をバッテリユニット７００に取り付ける。以上の手順を経て、図４９に示される
ように、バッテリユニット７００（図４８参照）がバッテリ取付部７４０に取り付けられ
た状態となる。第４の手順は、第１の手順の前に行われてもよい。
【０２００】
　バッテリユニット７００がバッテリ取付部７４０に取り付けられた状態では、表示部４
６およびスイッチ４８がバッテリ収容部６２の第２の開口６６Ｅから露出する。また、キ
ャップ７８２が第２の電気コネクタ４４Ｂ（図４５参照）から取り外されて、充電器が第
２の電気コネクタ４４Ｂに接続されることにより、バッテリ収容部６２内に収容されたバ
ッテリセル３８（図２参照）が充電される。
【０２０１】
　（第２３の実施形態）
　第２３の実施形態の取り付け構造２０は、以下に説明する点において第２２の実施形態
の取り付け構造２０と相違し、その他の点において第２２の実施形態の取り付け構造２０
と実質的に同じ構成を備える。第２３の実施形態の取り付け構造２０の説明は、第２２の
実施形態の取り付け構造２０と共通する構成に同一の符号を付し、共通する構成の説明の
一部または全部を省略する。
【０２０２】
　図５０に示されるように、取り付け構造２０は、キャップ７８２に代えて接続部材７９
０を含む。接続部材７９０は、自転車１０（図１参照）の電動コンポーネントと電気的に
接続されている。接続部材７９０は、プラグＰを含む。接続部材７９０は、ブラケット７
７０に設けられる。接続部材７９０は、例えばバッテリ収容部６２内と接触しないように
、ブラケット７７０の挿入孔７７４Ａに挿入されて固定される。第３の方向Ｚにおいて、
ブラケット７７０の第２の部分７７４と、バッテリ収容部６２の内壁との間に、隙間が形
成されることが好ましい。ホルダ７５２が第１の位置から第２の位置に変位するようにバ
ッテリユニット７００を旋回させることにより、プラグＰがバッテリユニット７００の第
２の電気コネクタ４４Ｂに接続される。第２の電気コネクタ４４Ｂは、放電用の端子を含
む。プラグＰと第２の電気コネクタ４４Ｂとが接続されることによって、電動コンポーネ
ントに電力を供給可能な状態になる。図５０の二点鎖線は、バッテリユニット７００がバ
ッテリ取付部７４０に取り付けられた状態を示す。第２３の実施形態の取り付け構造２０
は、第１の電気コネクタ４４Ａを省略して構成されてもよい。接続部材７９０は、旋回す
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る軸７５８の中心から１００ｍｍ以上離れた位置に配置されることが好ましい。バッテリ
収容部６２の挿入孔７４４は省略されてもよい。接続部材７９０は、挿入孔７４４からバ
ッテリ収容部６２の外側に突出するように構成されてもよい。バッテリユニット７００の
第１電気コネクタ４４Ａと、ホルダの７５２のプラグＰとは省略されてもよい。
【０２０３】
　（第２４の実施形態）
　第２４の実施形態の取り付け構造２０は、以下に説明する点において第２２の実施形態
の取り付け構造２０と相違し、その他の点において第２２の実施形態の取り付け構造２０
と実質的に同じ構成を備える。第２４の実施形態の取り付け構造２０の説明は、第２２の
実施形態の取り付け構造２０と共通する構成に同一の符号を付し、共通する構成の説明の
一部または全部を省略する。
【０２０４】
　図５１に示されるように、バッテリ取付部７４０は、一対の貫通孔７４２（図４５参照
）に代えてねじ孔７４８を含む。ねじ孔７４８は、複数設けられることが好ましい。ねじ
孔７４８は、第２の方向Ｙに間隔をあけて設けられる。ねじ孔７４８は、バッテリ収容部
６２の内壁部に形成される。例えばバッテリ収容部６２の内壁部に、ねじ孔７４８が形成
されるブラケット取付部７４９が設けられる。ねじ孔７４８は、第３の方向Ｚに延びて、
少なくともバッテリ収容部６２の第１の開口６４Ｃ側に開口する。ブラケット取付部７４
９は、例えば主面部６６から第１の開口６４Ｃ側に突出するように設けられる。ブラケッ
ト取付部７４９は、フレームと一体成形されてもよく、別体に形成されて、接着、溶着、
または、溶接によってフレームに固定されていてもよい。
【０２０５】
　ブラケット７７０は、ねじ孔７７２Ａ、７７６Ａ（図４５参照）に代えて貫通孔７７４
Ｂを含む。貫通孔７７４Ｂは、ねじ孔７４８に対応する位置に形成され、ねじ孔７４８に
連通する。貫通孔７７４Ｂは、第２の部分７７４に設けられる。ボルト７８０がブラケッ
ト７７０の貫通孔７７４Ｂを介して各ねじ孔７４８に結合されることによって、ブラケッ
ト７７０がバッテリ収容部６２の内壁部に固定される。ブラケット７７０の一方の端部７
７０Ａおよび他方の端部７７０Ｂは、バッテリ収容部６２の内壁部に接触するように構成
されてもよいが、ブラケット７７０の一方の端部７７０Ａおよび他方の端部７７０Ｂの少
なくとも一方は、バッテリ収容部６２の内壁部に接触しないように構成されることが好ま
しい。例えばブラケット７７０の一方の端部７７０Ａは、バッテリ収容部６２の内壁部に
接触し、他方の端部７７０Ｂは、バッテリ収容部６２の内壁部に接触しないように構成さ
れる。バッテリ取付部７４０は、ボルト７８４および貫通孔７４６を省略して構成される
。ブラケット７７０は、ねじ孔７７８Ｄを省略して構成される。
【０２０６】
　ブラケット７７０は、ボルト８２が挿通する貫通孔８０６をさらに含む。貫通孔８０６
は、ブラケット７７０の第１の部分７７２に設けられる。図５１では、ブラケット７７０
の第１の部分７７２は、バッテリ収容部６２の内壁部に接触しているが、バッテリ収容部
６２の内壁部に接触しなくてもよい。貫通孔８０６は、ボルト７８４の頭部の一部を収容
可能に構成される。ブラケット７７０の第１の部分７７２は、第２の方向Ｙにおいて、貫
通孔７０を介して挿入されてボルト７８４の頭部に接触する接触部を含む。ブラケット７
７０の第３の部分７７６は、バッテリ収容部６２の内壁部に接触しないように構成される
。第３の係合部７７８は、バッテリ収容部６２の内壁部に接触しないように設けられる。
【０２０７】
　（変形例）
　上記各実施形態に関する説明は、本発明に関するバッテリユニット２２、７００および
その取り付け構造２０が取り得る形態の例示であり、その形態を制限することを意図して
いない。本発明は、上記各実施形態以外に例えば以下に示される各実施形態の変形例、お
よび、相互に矛盾しない少なくとも２つの変形例が組み合わせられた形態を取り得る。
【０２０８】
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　・取り付け構造２０およびバッテリユニット２２、７００は、第１～第２４の実施形態
において、相互に矛盾しない少なくとも２つの実施形態における取り付け構造２０および
バッテリユニット２２、７００の各種の構成が組み合わせられた形態を取り得る。
【０２０９】
　第１例では、各実施形態および変形例において、バッテリ取付部６０、７４０は、第１
の係合部６８、７５６に代えて、第２の実施形態に示される一対の第１の係合部１６８を
含み、バッテリユニット２２、７００は、第２の係合部４０、７３０に代えて、第２の実
施形態に示されるアタッチメント１００を含む構成としてもよい。第２例では、各実施形
態および変形例において、バッテリユニット２２、７００は、固定部５０、２５０、７１
０に代えて、連結部材８０のボルト８２を着脱不能に支持する固定部１５０を含む構成と
してもよい。第３例では、各実施形態および変形例において、バッテリユニット２２、７
００は、固定部５０、３５０、７１０に代えて、第４の実施形態に示されるアタッチメン
ト２００を含む構成としてもよい。第４例では、各実施形態および変形例において、第２
の係合部４０、１４０、２４０、７３０は、第５の実施形態に示される第２の係合部４０
のように、第３の方向Ｚにおいてハウジング２４の第１の端部３５Ａの中央部に設けられ
てもよい。
【０２１０】
　第５例では、各実施形態および変形例において、バッテリユニット２２、７００は、第
２の係合部４０、１４０、７３０に代えて、第６の実施形態に示される第２の係合部２４
０を含み、バッテリ取付部６０、７４０は、第１の係合部６８、１６８、７５６に代えて
、第６の実施形態に示される第１の係合部２６８を含む構成としてもよい。第６例では、
各実施形態および変形例において、バッテリ取付部６０は、複数の貫通孔７０に加えて第
７の実施形態に示される複数の貫通孔１７０をさらに含む構成としてもよい。第７例では
、各実施形態および変形例において、第１の開口６４Ｃが、自転車１０が平地に置かれた
状態で側方に開口するように構成されてもよい。第８例では、各実施形態および変形例に
おいて、バッテリ収容部６２は、一対の側面部６４Ａの少なくとも一部が省略されて構成
されてもよい。
【０２１１】
　第９例では、各実施形態および変形例において、表示部４６、スイッチ４８、および、
第２の電気コネクタ４４Ｂのうちの少なくとも１つがハウジング２４の第３の側面部３２
Ｃに設けられてもよい。第１０例では、各実施形態および変形例において、バッテリユニ
ット２２の固定部５０は、一対の第１の固定部５２が省略して構成されてもよい。第１１
例では、各実施形態および変形例において、バッテリユニット２２は、第２の係合部４０
、１４０、２４０および固定部５０に代えて、第１２の実施形態に示される一対の固定部
５０を含む構成としてもよい。第１２例では、各実施形態および変形例において、連結部
材８０を第１３の実施形態に示される連結部材３８０に変更してもよい。
【０２１２】
　第１３例では、各実施形態および変形例において、第２の固定部５４を第１４の実施形
態に示される貫通孔２４Ｃに変更し、連結部材８０を第１４の実施形態に示される連結部
材３８０に変更してもよい。第１４例では、各実施形態および変形例において、第２の固
定部５４を第１５の実施形態に示される貫通孔２４Ｃおよび第２の連結部材３８４に変更
し、連結部材８０を第１５の実施形態に示される連結部材３８０に変更してもよい。第１
５例では、各実施形態および変形例において、バッテリユニット２２は、第２の係合部４
０、１４０、２４０および固定部５０、３５０に代えて、第１６の実施形態に示される複
数の固定部３５０を含む構成としてもよい。第１６例では、各実施形態および変形例にお
いて、取り付け構造２０は、第１７の実施形態に示されるロック機構５００をさらに含む
構成としてもよい。
【０２１３】
　第１７例では、各実施形態および変形例において、一対の第２の固定部５４の少なくと
も一方を第１８の実施形態に示される第２の固定部５５４に変更してもよい。第１８例で
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は、各実施形態および変形例において、一対の第２の固定部５４を第１９の実施形態に示
される第２の固定部６５４に変更してもよい。第１９例では、各実施形態および変形例に
おいて、第１の係合部６８、７５６は、第２１の実施形態に示される突起６８Ｅを含み、
第２の係合部４０、７３０は、第２１の実施形態に示される第２の溝４０Ｃを含む構成と
してもよい。
【０２１４】
　第２０例では、各実施形態および変形例において、バッテリ取付部６０は、第１の係合
部６８、１６８、２６８に代えて、第２２の実施形態に示されるバッテリホルダ７５０を
含む構成としてもよい。第２１例では、各実施形態および変形例において、バッテリユニ
ット２２は、固定部５０、２５０、３５０に代えて、第２２の実施形態に示される固定部
７１０およびブラケット７７０を含む構成としてもよい。第２２例では、取り付け構造２
０およびバッテリユニット２２は、第１例～第２１例のうちの相互に矛盾しない少なくと
も２つの例が組み合わせられた構成としてもよい。
【０２１５】
　・第２２の実施形態において、ブラケット７７０は、第１の部分７７２、第２の部分７
７４、および、第３の部分７７６のうちの少なくとも１つを省略して構成されてもよい。
バッテリ取付部７４０は、第１の部分７７２および第２の部分７７４の少なくとも一方が
省略される場合、貫通孔７４２を省略して構成される。また、取り付け構造２０は、ブラ
ケット７７０を省略して構成されてもよい。
【０２１６】
　・第２２の実施形態において、ホルダ７５２は、第１の方向Ｘにおいて、バッテリ取付
部７４０に対してスライド可能にバッテリ収容部６２の収容空間６２Ａに設けられてもよ
い。
【０２１７】
　・第２２、第２３の実施形態および変形例において、ブラケット７７０はボルトによっ
てバッテリ収容部６２に固定されるのではなく、接着、溶着または溶接によって、バッテ
リ収容部６２に固定されてもよい。
【０２１８】
　・第２２の実施形態において、ブラケット７７０から第１～第３の部分７７２、７７４
、７７６を省略してもよく、ブラケット７７０から第１の部分７７２および第２の部分７
７４を省略してもよく、第１の部分７７２を省略してもよい。第１の部分７７２を省略し
た場合には、ボルト７８０および貫通孔７４２が省略される。第１～第３の部分７７２、
７７４、７７６を省略した場合には、ボルト７８０および貫通孔７４２が省略される。第
２２の実施形態において、ブラケット７７０からねじ孔７７８Ｄが省略されてもよい。こ
の場合、ボルト７８４および貫通孔７４６が省略される。
【０２１９】
　・第２２の実施形態において、ブラケット７７０から第１～第３の部分７７２、７７４
、７７６、ねじ孔７７８Ｄが省略し、第３の係合部７７８が接着、接着、溶着または溶接
によって、バッテリ収容部６２に固定されてもよい。
【０２２０】
　・第２２、第２４の実施形態および変形例において、第２の電気コネクタ４４Ｂは、省
略されてもよい。この場合、ブラケット７７０の挿入孔７７４Ａと、バッテリ収容部６２
の挿入孔７４４とが省略される。第２２、第２４の実施形態および変形例において、第２
の電気コネクタ４４Ｂは、ハウジング２４の第２の端面３６Ｂに設けられてもよい。第２
２、第２４の実施形態および変形例において、第１の電気コネクタ４４Ａおよびホルダ７
５２のプラグＰは、省略されてもよい。この場合、第２の電気コネクタ４４Ｂは、放電用
の端子を含む。
【０２２１】
　・第２２、固定部７１０のねじ部７１４、および、第４の係合部７１６の少なくとも一
方は、ハウジング２４に一体形成されていてもよい。
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　・第２２、第２３の実施形態および変形例におけるブラケット７７０とバッテリ取付部
７４０のうちブラケット７７０が取り付けられる部分の構造を、第２４の実施形態のブラ
ケット７７０とバッテリ取付部７４０のうちブラケット７７０が取り付けられる部分の構
造に変更してもよい。
【０２２２】
　・第２の実施形態において、第１の係合部１６８と第２の係合部１４０との関係は、任
意に変更可能である。図５２に示される例では、第２の係合部１４０は、一対の第２の突
起１４０Ｂを含む。第２の突起１４０Ｂは、アタッチメント１００がハウジング２４に取
り付けられた状態において、第２の方向Ｙにおけるハウジング２４の側面部３２Ａ、３２
Ｂから突出するようにアタッチメント１００に設けられる。第２の係合部１４０の各第２
の突起１４０Ｂは、例えば第１の係合部１６８が有する一対の溝１６８Ｄに嵌まる。一対
の溝１６８Ｄは、バッテリ収容部６２の一対の側面部６４Ａにおいて、互いに対向する部
分に設けられる。
【０２２３】
　・バッテリ取付部６０は、一対の支持孔７２が省略された構成であってもよい。この場
合、第１の係合部６８の軸６８Ａは、ねじ部６８Ｂおよびフランジ部６８Ｃの少なくとも
一方を省略して構成される。第１の係合部６８の軸６８Ａの軸方向の両端部は、収容空間
６２Ａにおいて、バッテリ取付部６０の側面部６４Ａにそれぞれ溶接または接着等して固
定してもよい。バッテリ取付部６０の側面部６４Ａに、収容空間６２Ａに突出し、第１の
係合部６８の軸６８Ａの軸方向の端部を受ける受部を形成して、受部に第１の係合部６８
の軸６８Ａを支持させてもよい。
【０２２４】
　・第１の係合部６８は、バッテリ収容部６２の第１の方向Ｘの一端部から第１の方向Ｘ
の他方に延びるように形成されていてもよい。第１の係合部６８は、バッテリ収容部６２
の主面部６６から第３の方向Ｚの一方Ｚ１に延びるように形成されていてもよい。
【０２２５】
　・第２の方向Ｙにおける第１の固定部５２の位置は、任意に変更可能である。
　・第３の方向Ｚにおける第２の固定部５４、５５４、６５４の位置は、任意に変更可能
である。一例では、第２の固定部５４、５５４、６５４は、第３の方向Ｚにおいてハウジ
ング２４の中央部に設けられる。
【０２２６】
　・自転車１０が平地に置かれた状態における第１の開口６４Ｃの向きは、任意に変更可
能である。一例では、第１の開口６４Ｃは、自転車１０が平地に置かれた状態で上方に開
口してもよい。
【０２２７】
　・各実施形態の取り付け構造２０では、バッテリ取付部６０がダウンチューブ１２Ｃに
設けられ、第１の係合部６８、１６８、２６８および第２の係合部４０、１４０、２４０
がヘッドチューブ１２Ａ側に配置されているが、第１の係合部６８、１６８、２６８およ
び第２の係合部４０、１４０、２４０がシートチューブ１２Ｅ側に配置されてもよい。
【０２２８】
　・バッテリ取付部６０は、トップチューブ１２Ｂまたはシートチューブ１２Ｅに設けら
れ、トップチューブ１２Ｂまたはシートチューブ１２Ｅの一部を構成してもよい。
　・バッテリ取付部６０は、フレーム１２に複数設けられてもよい。一例では、バッテリ
取付部６０は、ダウンチューブ１２Ｃおよびトップチューブ１２Ｂのそれぞれに設けられ
てもよい。
【符号の説明】
【０２２９】
　１０…自転車、１２…フレーム、２０…取り付け構造（自転車用バッテリユニットの取
り付け構造）、２２、１２２、７００…バッテリユニット（自転車用バッテリユニット）
、２４…ハウジング、２６…第１の部分、２８…第２の部分、３０…外周部、３２…側面
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部、３６…端面、３８…バッテリセル、４０、１４０、２４０、７３０…第２の係合部、
４０Ａ、７３０Ａ…第１の溝、４４…電気コネクタ、４６…表示部、４８…スイッチ、５
０、１５０、２５０、３５０、４５０、７１０…固定部、５２Ｅ、５４Ｅ、５５６、６５
６、７１４…ねじ部、６０、７４０…バッテリ取付部、６６Ｅ…第２の開口（開口）、６
８、１６８、２６８、７５６…第１の係合部、７０、１７０…貫通孔、８０、３８０…連
結部材、８２…ボルト、８４…被連結部材、１４０Ａ…第２の溝、１４０Ｂ…第２の突起
、２４０Ａ…第１の突起、７１２…本体部、７１２Ａ、７１２Ｂ…端部、７１６…第４の
係合部、７１８…突起部、７１８Ａ…突起本体、７１８Ｂ…フランジ部、７５２…ホルダ
、７６０…支持部、７６２…弾性部材、７７０…ブラケット、７７０Ａ、７７０Ｂ…端部
、７７８…第３の係合部、Ｐ…プラグ、Ｘ…第１の方向、Ｙ…第２の方向、Ｚ…第３の方
向。
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